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　平日の昼時、駅前の喫茶店はひどく混んでいる。大きな通りに面したビルの一階で、しかもお得なランチサービスをやっている店のため、なおさらだ。

「加倉井かくらいさん、早く料理持っていって！」

「は、はい！」

　厨房からの呼びかけに返事をした直後、客席から「すみませーん」と呼ばれた加倉井まどかは、慌てて答える。

「少々お待ちください！」

　一週間前から働き始めた喫茶店の業務は、想像していたのとだいぶ違っていた。

　忙しいのは何となく理解していたものの、とにかくまどか自身の要領が悪すぎ、失敗続きだ。店が混んでくるとどんどん気持ちに余裕がなくなって、動きが雑になってしまう。

　急いで奥のテーブルにナポリタンを持っていったまどかだったが、皿を見たＯＬ風の女性が遠慮がちに言った。

「あの……頼んだのは、トマトクリームパスタなんですけど」

「も、申し訳ありません。すぐに新しいものをお持ちしますので」

　ナポリタンの皿を手に厨房まで戻ったまどかは、中にいる店長に告げる。

「すみません、オーダーミスをしてしまって……あっ！」

　自分の足に躓いたまどかは前につんのめり、カウンターの上にナポリタンを零してしまう。それを見たベテランの女性スタッフが、呆れ顔で言った。

「あーもう、それ、五番テーブルのオーダーに回せたのに……。早く片づけてくれる？」

「……はい」

　てんやわんやのランチタイムが終わり、まどかはせっせとテーブルを拭いていた。そこで店長から声をかけられる。

「加倉井さん、八階のＳ商事さんまでコーヒーのデリバリーに行ってきて。領収書はこれね」

「わかりました」

　同じビル内のデリバリーなら、失敗はしないはずだ。そう考えたまどかは、コーヒーが入ったポットと釣り銭が入ったポーチを手に「いってきます」と店を出る。

　しかしその瞬間、ちょうど店の前を歩いていた男性と勢いよくぶつかった。

「あ……っ！」

　ぶつかった拍子にコーヒーのポットが手を離れ、足元に落下する。ガンッという音が響き、その衝撃で中身の茶色い液体が盛大に辺りにぶちまけられてしまった。

「す、すみません……！」

　床の惨状を見たまどかは、真っ青になる。音に気づいた喫茶店の女性スタッフが飛び出してきて、目を吊り上げながら言った。

「加倉井さん、あなたはまた……！　申し訳ありません、今拭くものを持ってきますから」

　ぶつかったスーツ姿の男性は三十歳前後で、ひどく理知的な印象だ。

　彼のスラックスの裾にコーヒーの飛沫が掛かっているのに気づき、まどかは青ざめながら言った。

「本当に申し訳ありません。あの、クリーニング代を支払わせてください。お願いします！」

　すると男性はスラックスを一瞥し、スーツの胸ポケットからハンカチを取り出す。そして自分でサッと汚れを拭い、淡々と答えた。

「必要ありません。クライアントとの約束に遅れますので、失礼」

「あ、……」

　呼び止める間もなく、ビジネスバッグを持った彼はエレベーターのほうに歩き去ってしまう。店の中からタオルを手に出てきた女性スタッフが、まどかに向かって言った。

「あら？　さっきの人は？」

「クリーニング代をお支払いすると伝えたんですけど、『約束の時間に遅れる』って行ってしまって」

「駄目じゃない、ちゃんとお詫びしなきゃ。スーツを汚してしまったのに」

　二人で慌ててエレベーターホールまで探しに行ったものの、既にビジネスマンの姿はない。

　結局、八階の会社のデリバリーは女性スタッフが行ってくれ、まどかは汚れた廊下の床掃除をした。その後、まどかは五十代の男性店長に呼び出された。

「加倉井さんがうちで働き出して一週間だけど、これまで食器を割ったり、お客さんのテーブルに飲み物を零してしまったり、いろいろあったよね。そして今日は、廊下でデリバリーのコーヒーのポットを落とした」

「……はい」

「初心者だから、失敗がつきものなのはわかるよ。でもこの職種は、向き不向きがあると思うんだ。加倉井さんは自分でどう思う？　飲食に向いてると思うかな」

「いえ……」

　噛んで含めるように言われたまどかは、今まで店に与えた損害について考え、悄然しょうぜんとしながら答える。

「ご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした。せっかく採用していただいたのに恐縮ですけど、ここの仕事を辞めさせてもらってもよろしいでしょうか」

　まどかの答えにホッとした様子を見せた店長は、これまでの日当を今すぐ支払うのを申し出てくれる。店に与えた損害について賠償するつもりでいたが、「それは気にしなくていい」と断られた。

　かくしてまどかは、たった一週間で職を失ってしまった。

（ああ、どうしよう。……こんなに早く仕事をクビになっちゃうなんて）

　意気消沈しつつ、十日前に入居したばかりのアパートに帰宅する。

　隣にはスタイリッシュな単身者向け高級マンションが建っているが、まどかの住まいは築三十年のおんぼろアパートだ。家賃は安いが風呂とトイレはちゃんと付いており、近くに商店街がある立地が魅力で、入居を決めた。

　畳敷きの室内は、最低限の家具しかなくガランとしている。買ってきた食材を台所に並べ、料理のＷｅｂサイトに首っ引きでラタトゥイユを仕込んだまどかは、ちゃぶ台の前に座り込んでため息をついた。

（初日から思ってたけど、わたし、やっぱり飲食に向いてないんだ。……憧れだけで何とかなるものじゃないんだな）

　中学高校と大学、そして社会人になってからは企業の陸上部員として競技に打ち込んできたまどかは、走る以外のことをまったくしてこなかった。企業では契約社員扱いで、会社の仕事を免除されていたからだ。

　ちゃぶ台の上には「やりたいことリスト」という手書きの紙が一枚置かれていて、それを手に取って眺める。学生時代から寮生活だったのに加え、気が小さくて羽目を外したこともない。独り暮らしが初めてのせいで生活能力が低く、二十五歳のこの歳まで恋愛経験も皆無だ。

　しかし会社と競技をやめたのをきっかけに、好きなように生きてみようと考えていた。

　――まずは仕事、少しでも興味のある分野の働き先を探す。次に恋愛、人生初の彼氏を作る。そして三つめは、何か趣味を見つけること。

　企業の寮を出てアパートを借りたまどかは、首尾よくかねてから憧れていた飲食業に採用が決まった。以来一週間、自分なりに懸命に仕事に励んできたつもりだが、こんな結果になってしまって目も当てられない。

（とりあえずは貯金があるけど、早く次の仕事を探さないと。……また求人誌を買ってこなきゃいけないな）

　六月の日照時間は長く、午後六時半の今は部屋に西日が差し込んでいる。

　部屋の中がムッとした熱気に満ちていて、まどかは窓を開けるべく立ち上がった。そうしながらも、今日店の前でコーヒーを掛けてしまった男性のことが気にかかる。

（そういえば、結局ちゃんとお詫びできず仕舞いだったな。せめてクリーニング代を支払いたいけど……）

　喫茶店の仕事をクビになった今、きっと再び会うのは難しいに違いない。

　そう思いながら窓を開けたまどかは、ふと隣のマンションのＬ字型のベランダに一人の男性がいるのに気づく。同じ高さの部屋からちょうど出てきたばかりらしい彼は、煙草を咥えて火を点けたところだった。

（……えっ？）

　紫煙を吐き出したその横顔には、確かに見覚えがある。たった今思い浮かべていた男性が目の前にいるのに気づき、まどかは驚きに息をのんだ。

（今日わたしがぶつかって、コーヒーを掛けてしまった人……？　えっ、本当に本人？）

　髪を若干崩し、ネクタイを外してシャツのボタンも緩めているが、間違いない。心臓がバクバクと鳴るのを感じながら、まどかは意を決して口を開いた。

「あっ、あの！」

　突然響いた声に虚を衝かれた様子の男性が、こちらを見る。まどかは慌てふためきつつ、早口で言った。

「いきなりお声をおかけしてすみません。失礼ですけど、今日の午後に駅前のＫビルにいた方ですよね？」

「…………。あんた」

　彼は面食らった様子でそうつぶやき、言葉を続ける。

「あの喫茶店の、店員か？　何でこんなところに」

「わたし、十日ほど前にここに引っ越してきたばかりなんです。それはそうと、今日は本当に申し訳ありませんでした。あのあと、ちゃんとお詫びをしたくてお店の人と一緒に追いかけたんですけど、もうエレベーターホールにはいらっしゃらなくて」

「ああ、クライアントの一つがあのビルに入っていて、約束の時間が迫っていたから」

　まどかは恐縮しつつ、男を見つめる。

「わたしは加倉井といいます。お名前は……？」

「奈波ななみだ。あんたは大丈夫だったのか？　店から出てきた人、えらい剣幕で怒ってたようだけど」

　まどかは口ごもり、小さく答える。

「お店は……その、クビになっちゃいました。恥ずかしながら、あれ以外にも食器を割ったりお客さんに水を掛けたり、いろいろ失敗続きで」

　奈波と名乗った男性が目を丸くし、こちらを見る。やがて彼は、こらえきれないように噴き出して言った。

「そっか、クビになったのか。確かにあんた、そそっかしいもんな」

　恥ずかしさで、頬がみるみる熱くなっていく。しかし一連の行動を省みれば、笑われるのは自業自得だ。まどかは奈波に向かって申し出た。

「あの、スーツのクリーニング代を支払わせてください。わたしのせいで汚してしまったんですから」

「必要ないって言っただろ。無職に金を出させるほど、落ちぶれてない」

「む、無職とかは関係ないでしょう？　自分のしたことに責任を持つのは、社会人として当たり前の話です」

「謝ってもらうだけで充分だ。気にしなくていい」

　鷹揚おうように許され、まどかの中で申し訳なさが募る。

　確かに奈波の住んでいる隣のマンションは見るからに高い物件で、彼自身かなり稼いでいそうな雰囲気を醸し出している。初めて顔を合わせたときはきっちりとした印象だったが、今は砕けた口調なのが少々意外だ。

　好奇心がムクムクと頭をもたげ、まどかは奈波に問いかけた。

「つかぬことをお聞きしますけど、奈波さんのご職業って一体……」

「公認会計士をしてる」

「公認会計士？」

「監査法人で働いてる。仕事の内容は、クライアント企業の経営状態のチェックだ」

　これまで名前しか知らなかった職種だが、聞くかぎりはとても知的な感じがする。そんなことを考えていると、奈波が「ところで」と言った。

「何か焦げ臭くないか？　そっちの部屋から臭ってる気がするんだけど」

「えっ……」

　その瞬間、台所のほうで火災報知機が甲高い音を上げ、まどかはビクリと飛び上がる。

　振り向くと、ガスコンロにかけっ放しだったフライパンからモクモクと黒煙が上がっていた。それを見たまどかは、自分がラタトゥイユを焦がしてしまったことに気づく。

（どうしよう、煙が……っ）

　真っ青になって立ちすくむまどかに対し、奈波が言う。

「落ち着け。炎は出てるか？」

「で、出てません。煙だけです……っ」

「じゃあ、すぐに火を止めろ。今そっちに行く」

　奈波が身を翻し、室内に消える。

　火災報知機の音とフライパンから上がる煙に怯えながら、まどかは必死に腕を伸ばしてコンロの火を消した。いくらも経たないうちに玄関のチャイムが鳴り、ドアの向こうで声がする。

「おい、俺だ。開けろ」

　まどかが急いで玄関を開けると、奈波が足音荒く入ってきて、キッチンの状態を見た。そして炎が上がっていないことを確認し、天井に腕を伸ばして火災報知器の紐を引く。

　途端にけたたましい警告音がピタリと収まり、まどかは彼に問いかけた。

「と、止めてしまって大丈夫なんですか？」

「ああ」

　奈波は再び玄関から廊下に出て、「何事か」と廊下に出てきていたアパートの住人たちに説明する。

「申し訳ありません、ただのボヤです。炎は上がっておりませんので、ご安心ください」

　しかし住人の一人が一一九番通報していたため、消防車がやってきて辺りは騒然となった。消火活動をするまでではなかったものの、まどかは消防の人間から注意を受ける。

「気をつけなきゃ駄目ですよ。火を使っているときは、極力目を離さないように」

「はい。本当に申し訳ありませんでした」

　消防車が帰っていき、アパートの住人たちも「火事にならなくてよかったね」と苦笑いしながら、それぞれの部屋に姿を消す。

　最後まで残ってくれていた奈波に対し、まどかはひどく落ち込みながら頭を下げた。

「奈波さん、ありがとうございました。わたし一人だったら、きっともっとパニックになって、ひどいことになってたかもしれません。来てくれて助かりました」

「まあ、いいよ。もし火事になってたら、うちのマンションも焼けてたかもしれないしな。大事にならなくてよかった」

　自分のそそっかしさに、まどかは忸怩じくじたる思いを噛みしめていた。話に夢中になっていたとはいえ、なぜ火にかけたままのフライパンを忘れていたのだろう。

（だから……わたしは駄目なんだ。喫茶店の仕事をクビになるだけじゃなく、ボヤまで出しちゃうなんて、うっかりにも程がある）

　間近で見る彼は背が高く、顔立ちが整っているのがわかる。昼間見たときはきっちりと隙のないビジネスマンスタイルだったが、今の彼はノータイで適度に緩さがあり、開いたシャツの胸元が仄かな色気を醸し出していた。

　そのときふと奈波がちゃぶ台の上の紙に気づき、手に取って眺め始める。

「何だこれ、〝やりたいことリスト〟？　飲食の仕事、初めての彼氏を作る、趣味――えらい細かく書いてるな。どっちかって言うと、小学生とかが考える〝将来の夢〟っぽいけど」

「……っ」

　噴き出しながら言われたまどかの頬に、一気に朱が差す。

　いかに子どもっぽく見えても、これからのために一生懸命考えた目標だ。自分を知らない人間に、こんなふうにからかわれる謂われはない。

「か、返してください！」

　まどかは奈波の手から、乱暴に紙をひったくった。そして手の中にグシャリと握りしめ、驚いた顔の彼に向かって言う。

「今日のことについては、改めてお礼を言います。――本当にありがとうございました」

「…………」

「今後はボヤを起こさないよう、ちゃんと気をつけます。……ですからもう、お引き取りください」
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　アパートの隣にある１ＤＫの自宅マンションに戻った頃には、日がすっかり暮れていた。

　奈波穂高ほだかは部屋の電気を点け、ため息をつく。

（やれやれ、もうこんな時間か。冷蔵庫に何かあったかな）

　帰宅してベランダで一服していたところ、突然隣のアパートから声をかけられたときは、本当に驚いた。

　しかもその相手は、昼間奈波にぶつかってスーツにコーヒーを掛けてきた女だ。どこか世間知らずな空気を醸し出している加倉井の顔を思い浮かべ、奈波は後味の悪さを噛みしめる。

（……からかったりして、悪いことしちゃったな）

　ちゃぶ台の上に置かれていた紙についてからかったのには、深い意味はなかった。だがあの瞬間の加倉井の顔に浮かんだのは、羞恥と屈辱がない交ぜになった感情で、きっと他人に見られたくなかった内容なのだとわかる。

（自分をデリカシーがない人間だと思ったことは、これまでないが。……でも、彼女を不快にさせたのは事実だ）

　ちゃんと謝りたかったが、あのあとの加倉井は頑なな表情で奈波に帰宅を促した。事実上、部屋から追い出された形の奈波は、彼女のことが気にかかる。

　だがいかにご近所といえど、加倉井と接触する機会はそうないはずだ。「もし顔を合わせることがあったら、改めて謝ろう」と考え、奈波は小さく息をついた。







　奈波が勤めている会社は、会計監査とＭ＆Ａ、組織再編コンサルティング、事業再生などを行っており、業務が多岐に亘る。

　奈波自身は企業Ｍ＆Ａや投資目的の不動産取り引きにおけるデューデリジェンス、すなわち企業の資産価値や予想される収益性、リスク面などを査定評価する業務を請け負っていた。

　たとえクライアントが企業の買収や合併に前向きであったとしても、調査の結果によっては買収の条件を変更したり、実施を諦めたりする場合がある。そういう意味では責任が重く、ときに対象企業の粉飾決算などを発見してしまうことがあり、気が抜けない。

　デューデリジェンスはビジネスと財務、ＩＴや税務、人事など五つの項目に分かれているが、企業の特徴に合わせ、優先順位をつけて調査を進めていく。奈波は新規クライアントに対し、調査内容の説明をするため会社を訪問していた。

「財務デューデリジェンスのポイントは、相手先を買収する際に特に留意しなければならない事項を抽出することです。正常収益力、純資産の実態、スタンドアローン問題の、三つの観点から見ていきます」

　調査結果は、買収スキームの立案や買収金額の調整、価格の決定に利用される。詳細に説明するにはかなりの時間を要して、クライアントの元を出たのは既に夕方だった。会社に戻って雑務を片づけた奈波は、午後七時に帰路につく。

（疲れたな……帰って飯を作るのは面倒だし、惣菜でも買っていくか）

　六月も半ばになればだいぶ気温が上がり、午後七時を過ぎてもまだ昼間の暑さの名残を残している。空は透き通った水色になっていて、日が落ちた辺りにほんの少しオレンジ色がにじんでいるのがきれいだった。

　自宅の近くには昔ながらの商店街があって、この時間帯はどこも値引きをしてお買い得になっている。多くの人が行き交うアーケードを歩き、奈波は以前何度か買ったことのある惣菜屋に足を向けた。

（魚とか煮物が食いたいな。いくつかおかずを買って、冷凍のご飯を解凍しよう）

　ガラスの引き戸を開けた瞬間、明るい声が響いた。

「いらっしゃいませ、……あっ」

　不自然な言葉尻に気づいた奈波は、カウンターに視線を向ける。

　そこに見知った顔を見つけ、驚いてつぶやいた。

「……あんた」

　頭に三角巾を巻き、店の名前が入った赤いエプロンを着けて立っているのは、隣のアパートに住む加倉井だ。奈波は彼女に問いかけた。

「びっくりした。この店で働き始めたのか？」

「はい。一度ここのお惣菜を買ったら、すごく美味しくて。たまたまアルバイトを募集していたので、駄目元で面接を受けてみたら、採用してもらえたんです」

　自分にコーヒーを掛けたことがきっかけで喫茶店をクビになったと聞いていたため、加倉井の動向が気になっていた。こうして自分の生活圏で働いているのは意外だったが、仕事が見つかったのはいいことだ。

　奈波がショーケースの中の惣菜に視線を向けると、彼女が言った。

「今なら全品四割引きです。わたしのおすすめはピーマンと春雨の炒め物、ひき肉と春雨が入ってて、歯ごたえシャキシャキのピーマンが美味しいですよ。それから鶏もも肉と蒟蒻の味噌煮込みは味が染み染みで、甘めの味付けにほっこりします。鯖の竜田揚げは生姜の香りが良くて、臭みがまったくないです。『下味にちょっとだけ入れたマヨネーズが隠し味だ』って、オーナーが言ってました」

　加倉井のセールストークは、どれも料理の味が想像できるくらいに美味しそうに聞こえる。奈波は笑って答えた。

「全部美味そうだな。一五〇グラムずつ頼む」

「ありがとうございます！」

　パックに惣菜を盛りつける動きはぎこちなかったものの、彼女は楽しそうに仕事をしている。その笑顔に、奈波はふと目を奪われた。

（……可愛いな）

　加倉井は年齢が二十代半ばで、女性にしては背が高く、一七〇センチくらいはある。体型はかなりスレンダーで、長い手足はその気になればモデルもできそうなくらいだ。顔立ちは可愛らしく、人懐っこさがにじんでいて、素直な性格が垣間見える。

　会計を済ませた奈波は、彼女から袋を受け取りながら言った。

「実はあんたに謝りたかったんだ。……このあいだのこと」

「何ですか？」

「ちゃぶ台にある紙を見て笑ったの、申し訳なかったなって。本当に悪かった」

　加倉井は一瞬きょとんとし、慌てて首を振って答えた。

「いいんです、全然気にしてないので。そもそもわたしのほうが、奈波さんのスーツを汚したり、ボヤ騒ぎで家まで来てもらったり、かえってお詫びしなきゃいけないことばかりしてるんですから」

　確かに考えてみたらおかしな縁だと思い、奈波は噴き出す。

　ちょうど新しい客が店に入ってきたタイミングで、彼女に向かって言った。

「じゃあ、仕事頑張って」

「はい。ありがとうございました」







　それから奈波は、忙しくて食事の用意をするのが億劫なときなど、「木本きもと惣菜店」を利用するようになった。

　加倉井は順調に仕事が続いており、いつも楽しそうだ。元々食いしん坊なのか、ショーケースに並んだ惣菜がどんな味なのかを説明するのが上手く、客が釣られるように買っていく光景がしばしば見られる。失敗ばかりのそそっかしい性格なのかと思いきや、今回の仕事では生来の人懐こさや真面目さが、プラスに作用しているようだ。

　そんな彼女と奈波は、店で顔を合わせれば何となく世間話をする間柄になっていた。

「奈波さんはときどき閉店間際にここに来ますけど、公認会計士って忙しいんですか？」

「そのとき扱ってる案件によるかな。打ち合わせの時間が遅かったりすることもあるし、請けた仕事の納期もあるから、期日が差し迫ってくると帰りが遅くなる。そうなると晩飯を作りたくなくなって、こうして惣菜を買ったりする」

「なるほど」

　そんなある日、週末で仕事が休みの奈波は、自宅で溜まった家事を片づけていた。

　やがて一服するべくベランダに出ると、ふと隣のアパートに住む加倉井の部屋が目に入る。レースのカーテンの隙間から見える室内では、彼女が一人でダンスのポジションを取り、身体を動かしていた。

（何だあれ。一人でダンスの練習か？）

　おそらくＤＶＤを見ながら踊っている姿は、滑稽だが一生懸命で、ひどく楽しそうだ。

　しばらくそうした光景を眺めていると、視線に気づいたらしい彼女がこちらを見る。そして目に見えて狼狽し、羞恥をにじませた顔で窓を開けた。

「奈波さん、いつから見てたんですか……？」

「別に覗こうと思ってたわけじゃない。一服するためにベランダに出たら、たまたま目に入っただけだ」

　もし見られたくないのなら、ちゃんとカーテンを閉めるべきだろう。そう考えつつ、奈波は加倉井に問いかけた。

「で、何やってたんだ？　エア社交ダンスか？」

「……っ、普通そういうこと聞きますか？　見てないふりをしてくれてもいいじゃないですか」

「だって気になるだろ」

　すると彼女は、モゴモゴと答えた。

　――加倉井いわく、幼い頃からお姫さまが好きで、きれいなドレスに強い憧れを抱いていたらしい。しかし長く陸上に打ち込んできたため、おしゃれをする余裕はまったくなかったという。

「へえ、陸上か。どおりでアスリート体型なわけだ」

「そ、そうですか？　競技と一緒に仕事を辞めてからは時間ができて、たまたま目についたイギリスの貴族社会のＤＶＤを借りてきたんです。そうしたら、見事に嵌まってしまって」

　ＤＶＤの登場人物たちのように、優雅にダンスをしてみたい――そう思った加倉井は、社交ダンスなら自分にもできるのではないかと考え、駅前のスクールに見学に訪れた。

　しかし結果は思いもよらないものだったのだと、彼女は語った。

「身長を理由に、入会をやんわりと断られちゃいました。わたしくらい背が高いと、釣り合うパートナーの人がいないそうです」

「何センチなんだ？」

「一七一センチです。社交ダンスではヒールのある靴を履くので、もっと高くなるからって」

　先日ボヤ騒ぎで加倉井の部屋に入った際、「やりたいことリスト」と書かれた紙があったことを、奈波は思い出す。

　確かあれには、仕事と恋愛、そして趣味を見つけることについて細かく書き込まれていた。おそらくその〝趣味〟に該当するのが社交ダンスだったのだろうが、身長というどうしようもない理由で入会を断られたのなら、気の毒な話だ。

　奈波はふと興味を引かれて問いかけた。

「なあ、陸上競技と仕事を辞めたあと、新しく何かを始めるつもりで、例の〝やりたいことリスト〟を作ったわけだよな。あの中にあった、人生初の彼氏を作るっていうのは……？」

　すると彼女は「それは」と言いよどんでじわりと顔を赤らめ、モソモソと答えた。

「実はわたし、二十五歳のこの歳まで、男性とつきあった経験がないんです。だから……」

「――――」

　奈波の目から見た加倉井は、ひどく世間知らずで危なっかしく見える。

　ずっと陸上に打ち込んできたせいだというが、今どきここまで擦れていない成人女性は珍しいだろう。しかし性格は素直で愛嬌があり、その笑顔には人をホッとさせる力がある。

　奈波は少し考えて言った。

「なあ、だったら俺とつきあってみるのはどうだ？」

　突然の提案に、彼女は何を言われたのかわからないという表情をする。奈波は言葉を続けた。

「俺の年齢は三十一で、職業は先日も言ったとおり公認会計士だ。今はつきあっている相手はいないし、身長は一八二センチだから、あんたが背の高さを気にすることはない」

「えっ、えっ？」

「性格は几帳面だがそんなに怒りっぽくないし、無駄遣いはせずわりと堅実なほうだ。煙草と酒は少々嗜むけど、人が不快にならないよう、臭いとかは気をつけてる」

　立て板に水のごとく話す奈波を前に、加倉井は目を白黒させている。

　やがて彼女は、恐る恐る言った。

「あの、冗談とかじゃ……？」

「至って本気だ」

「えっ……ほんとに本気で、奈波さんとですか……？」

　加倉井はどことなく引き気味で、こちらの真意を疑っているように見える。

　しかし奈波が目をそらさずにいるうちに本気を悟ったのか、用心深い口調で問いかけてきた。

「ご存じのとおり……わたしはかなりそそっかしくて、器用ではありません。奈波さんみたいなタイプはイライラするかもしれませんけど、それでもいいんですか？」

「とっくに織り込み済みだから、大丈夫だ。俺はあんたの素直な性格や、一生懸命なところを評価してる」

「そ、それに……わたしは恋愛経験がないので、色っぽさとか、大人の駆け引きみたいのを期待されても応えられません。それって三十歳を過ぎた奈波さんには、だいぶ物足りないんじゃないですか？」

　奈波は思わず噴き出し、喉奥で笑いながら答えた。

「そんなの、最初から期待なんてしてない。別に急ぐつもりもないし、そっちのペースに合わせるから、安心してくれ」

　彼女はしばらく逡巡していたが、やがて意を決した様子で顔を上げる。そして奈波の瞳を真っすぐに見つめて言った。

「確かに恋人を作りたいと思っていたのは事実ですし――何度もお話したことのある奈波さんなら、安心できる気がします。わたしは狭い世界しか知らない人間で、世間からかなりずれている部分があるかもしれないんですけど、大らかな気持ちでおつきあいしていただけたらいいなと思います。……だからぜひ、よろしくお願いします」










２











　まどかが働く木本惣菜店は、商店街の中にある老舗だ。

　四十代後半の夫婦が切り盛りしており、家庭料理の素朴さとコストパフォーマンスの良さで、常連客が多い。日替わりで並ぶおかずはバラエティ豊かで、老若男女問わず受けが良かった。

　店がオープンする午前十一時の十五分前、まどかは出来立てのおかずを試食させてもらっていた。今日のラインナップは定番の手作りコロッケ数種や唐揚げに加え、れんこんと牛肉の甘辛炒め、万願寺唐辛子とじゃこの炒め物、夏野菜の揚げびたし、蒸し鶏とスナップえんどうのおかかマヨネーズ和えなど、彩り豊かだ。

　まどかは目をキラキラ輝かせて言った。

「んっ、この甘辛炒め、れんこんのシャキシャキ感と牛肉がすっごく美味しいです！　夏野菜の揚げびたしは歯ごたえと色味が絶妙ですし、蒸し鶏とスナップえんどうのサラダはおかかマヨが合いますね。日替わり弁当の豚こまカツもサクッとしてて、揚げたてが最高です」

　少しずつ盛りつけたおかずの感想を述べるまどかを、木本夫妻がニコニコとして見守る。

「加倉井さんはいつも美味しそうに食べてくれるから、作り甲斐があるね」

「そうよねえ。お客さんにもどんな味なのかを上手に説明してくれてるし。加倉井さんが入ってからは売れ残りが少なくなって、売り上げがアップしたのよ。ありがたいわ」

　まどかは慌てて首を振った。

「そ、そんな。どんなふうに美味しかったかを説明してるだけなので、かえってうるさく思われてないか心配です」

　だが売り上げが上がったと言われるのは、素直にうれしい。ここの前に勤めていた喫茶店では失敗ばかりだったため、感慨もひとしおだ。

　今日は土曜日で、店には木本夫妻の娘の亜沙美あさみが来ている。現在高校三年生の彼女は明るく屈託のない性格で、まどかとはすぐに打ち解け、店に顔を出すたびに仲良くしてくれていた。

　まどかが鼻歌交じりにショーケースのガラスを磨いていると、亜沙美が声をかけてきた。

「まどかちゃん、ここの仕事にはもう慣れた？」

「うん。朝は十時半出勤で遅くていいし、家から自転車で来られるし。ときどき売れ残りのおかずを分けてもらえるから、食費がすごく助かってる」

　この店で働き出して一ヵ月余りが経つが、オーナー夫妻は優しく、お客さんもいい人ばかりで、毎日が楽しい。

　まどかがそう答えると、亜沙美がニヤニヤして言った。

「彼氏もできちゃったから、よりハッピーなんじゃん？　いいよねえ、隣のマンションに住んでて、窓越しに話せるとか」

「う、うん……」

　――本当はまだ、信じられない。

　ひょんなことから話が転がり、まどかには人生初の彼氏ができてしまった。

（奈波さんに「つきあおう」って言われたときは、冗談かと思ったけど。……嘘じゃないんだよね）

　あれから半月ほどが経つが、奈波との距離は少しずつ縮まってきた。

　彼の仕事が終わったあと、一緒に晩ご飯を食べて他愛のない話をする。場所はまどかの部屋だったり、奈波の部屋だったりと半々だったが、彼の自宅は男の独り暮らしとは思えないほど整然としていた。

　奈波は見た目どおりに何事もそつなくこなすタイプのようで、そんな彼が自分を交際相手として選んでくれたことが、まどかはまだ信じられない。

（でも……）

　話術が巧みで博識な奈波と話すのは、とても楽しい。

　彼は世間知らずなまどかを馬鹿にすることなく、むしろそうした部分を面白がっていて、いつも穏やかに時間が過ぎていた。亜沙美が興味津々な顔で問いかけてきた。

「ねえ、その彼氏さんってリーマンなんでしょ？　まどかちゃんと話は合うの？」

「いろんな話をするけど、間が持たないってことはないかな。昨日はわたしが選手だったときの記事を見つけてきて、すっごく恥ずかしかった」

　以前のまどかは一〇〇メートルハードルの選手で、中学時代から大会で上位に入る結果を残し、大学卒業後は食品メーカーの陸上部に所属して頑張ってきた。

　奈波が見つけてきたのは、三年前のＷｅｂの記事だ。全日本インカレで二位に入賞したという内容を見て、彼はしきりに感心していた。

『すごいな。俺はインドアだから、運動で結果を出せる人間を素直に尊敬する』

『でも……わたしの場合は、言い換えればそれしかやってこなかったわけですから。学生時代にアルバイトもしたことないですし、今思えば、そういう経験も必要だったなって思います』

　オフタイムの奈波はネクタイを外していて、醸し出す雰囲気が柔らかく、仕事モードのときとはだいぶ違っている。そんな彼を前にするたび、まどかは胸がドキドキしていた。

（〝つきあう〟って言ってたけど、今のところは友達の延長みたいな感じ。……奈波さんは、それで楽しいのかな）

　初めに「そっちのペースに合わせる」と言ったとおり、彼にはガツガツしたところがまったくない。

　そうした部分に安堵する一方、まどかは奈波を男として強烈に意識していた。普通に話す分には何ともないが、ふとした瞬間に身体が触れ合ったりすると、目に見えて挙動不審になってしまう。

　飛び上がったり赤くなったりする様子を見ても、奈波はいちいちそれに突っ込んできたりはしない。しかしそんな自分の狼狽えぶりを自覚しているまどかは、忸怩たる思いを抱いていた。

（この年齢でおつきあいするなら、普通は身体の関係があって当然だよね。……奈波さんはその辺り、どう考えてるんだろう）

　自分でもはしたないとは思うが、まどかの中には〝つきあう＝身体の関係〟という考えが強くある。

　これまで競技にどっぷり浸かった生活をしてきた反動で、いざ辞めてみるとやりたいことがたくさんあった。〝彼氏を作る〟のはその最たるもので、奈波のようにハイスペックな相手ができたのは奇跡といっていい。

　始まりこそなし崩し的なものだったが、まどかは日に日に彼に対する気持ちが強くなっていくのを感じていた。それと同時に、自分が奈波にどう見えているのか、一体いつそうした関係に発展するのかということばかりを、延々と考えてしまっている。

「……ちゃん、まどかちゃん？」

　ふいに呼ばれているのに気づいたまどかは、ハッとして顔を上げる。亜沙美がこちらをじっと見ていた。

「どうしたの？　手が止まってるけど」

「あっ、ううん、何でもない」

　まさか不埒なことを考えていたとは言えず、しどろもどろに答えると、彼女が立ち上がる。

「私、そろそろ塾に行かなきゃ。もうお弁当できたかなあ」

　勉強道具が入った重そうなリュックを担ぎ上げるのを見つめながら、まどかは亜沙美に向かって言う。

「外はかなり暑いのに、これから塾なんて大変だね」

「んー、今が頑張り時だからさ。皆やってるし、さぼったらどんどん引き離されるし、しょうがないよ」

　大学受験を控えた彼女は、平日も週末も塾に通い詰めている。木本夫妻いわく、塾代も今後の夏期講習代も馬鹿にならない金額だというが、本人の進学したいという意思を尊重しているらしい。

　そのとき奥からオーナーが出てきて、亜沙美に包みを手渡して言った。

「亜沙美、ほら弁当。塾頑張れよ」

「ありがと。まどかちゃん、またね」

「いってらっしゃい」

　気さくで人懐こい彼女は、まどかが奈波とつきあい出した当初から親身になって話を聞いてくれる、いい友人だ。年下だが頼りがいのある亜沙美を、まどかはすっかり信頼していた。だからこそ、彼女のことが心配になる。

（亜沙美ちゃん、毎日かなり根を詰めて勉強してるみたい。……本人の強い意思なんだろうけど、あんまり無理しないでほしいな）

　一方で明日の日曜は仕事が休みだと思うと、心が躍る。奈波も同じく休みのため、彼の車で市内の水族館に行くことになっていた。

（楽しみだな、Ｓ水族館。市内にあるのに、一度も行ったことないんだよね）

　かくして翌朝の十時、まどかは隣のマンションの駐車場入り口で奈波を待っていた。

　やがてやって来た彼は、スーツではなくカジュアルな服装だ。フレンチリネンのシャツは袖が七分丈で、緩すぎないきちんと感がある。黒のチノパンと合わせたコーディネートはシンプルだったが、茶の革靴とボディバッグ、腕時計がいいアクセントになっていた。

　何より普段はセットしている髪が下ろされており、まどかはドキドキしてしまう。

（奈波さんの私服、まだ何回かしか見てないけど、すごくかっこいい。……スーツとは全然雰囲気が違うな）

　そんなまどかを見た奈波が、不思議そうに言う。

「どうした？　ぼーっとして」

「えっ、あの、何でもないです」

　見惚れていたとは言えずに慌てて首を振ると、彼はふっと笑い、まどかの頭をポンと叩いてくる。

「車はこっちだ」　

　たったそれだけの接触で顔が赤らんでしまい、まどかは手櫛で髪を直しながら奈波のあとに続いた。

　やがて彼はロックを解除し、助手席を勧めてくる。

「どうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　Ｓ水族館は市内の複合商業施設内にあり、まどかと奈波の自宅からは車で四十分弱で行ける。

　入館料は、奈波が当然のように払ってくれた。入り口で手渡されたパンフレットを見ながら足を踏み入れたまどかは、目を輝かせる。

「わあ……やっぱり水族館だからか、少し水っぽい匂いがしますね」

「そうか？」

　一階は海水魚や甲殻類の水槽、ヒトデや蟹に触れられるタッチングプールの他、真ん中に大きな回遊水槽があった。二階には熱帯魚や淡水魚の水槽、そしてペンギンやカワウソ、アザラシを観察できるゾーンがあり、見ごたえがある。

「すごい！　可愛い！　あっ、奈波さん、あっちにもいますよ！」

「ああ」

　小学校の校外学習以来、こういった場所に来たことのないまどかは、興奮しっ放しだ。

　それを傍らで見守る奈波が、噴き出しながら言った。

「まるで小学生のテンションだな。ここは市内で距離的には近いけど、Ｏ市の水族館に比べて規模が小さいから、どうかと思ってたんだ」

「すっごく楽しいです！　あっ、写真撮らなきゃ」

　前々回の休みは街で買い物と食事をして、前回の休みは映画に行った。そして今回は、水族館デートだ。

　どれも特別なことではないかもしれないが、これまで競技に打ち込んで若者らしい楽しみ方をしてこなかったまどかには、充分新鮮で楽しい。淡水魚たちがきらめく水槽できれいな写真が撮れ、大満足でスマートフォンを閉じた。

（こういう楽しいお出掛けの写真が、これからも増えていくのかな。……そうだったらいいな）

　何よりこの時間を、奈波が共有してくれるのがうれしい。

　撮り終えて一歩後ろに下がったまどかは、危うく他の客にぶつかりそうになる。そんなまどかの肩を素早く抱き寄せた彼が、代わりに相手に謝ってくれた。

「すみません」

「……っ」

　間近に奈波の体温を感じたまどかは、ドキリとして息をのむ。

　パッと見は細身に見えるが、彼は男らしくしっかりした骨格の持ち主だった。頬に触れた胸元は硬く引き締まっていて、仄かないい香りが漂い、まどかの体温が一気に上がる。

　気づけば顔が、真っ赤になっていた。それを見下ろした奈波が眉を上げ、苦笑いして言う。

「ごめん。人にぶつかるよりましだと思ったけど、不用意に触るべきじゃなかったな」

「い、いえ……」

　自分が強烈に意識しているのが伝わってしまい、まどかは何ともいえない居心地の悪さをおぼえる。だが彼はすぐにいつもどおりの顔に戻り、奥を指差して言った。

「あっちに売店があるって。行ってみるか？」

「はい」

　展示スペースを抜けて訪れた売店には、海の生き物を模したキーホルダーやストラップ、お菓子などが売っていた。まどかは気まずさを忘れ、ぬいぐるみの可愛らしさに目を輝かせる。

「わあ……ちっちゃくてふわふわですよ、奈波さん」

「好きなのか？　こういうの」

「あまり持ってないんですけど、好きです。だって可愛いじゃないですか」

　体毛の色を再現したという赤ちゃんカワウソを手に取って眺めていると、奈波が隣からそれをひょいと取り上げて言う。

「――買ってやるよ」

「えっ、いいですよ、そんな。入館料も払っていただいたのに」

「この程度、たいした金額じゃない。ああ、ストラップも買うか」

　結局ぬいぐるみとラッコのストラップを買ってもらい、水族館を出たまどかは、駐車場で車に乗り込みながら礼を述べる。

「奈波さん、ありがとうございます。……お金を使わせてしまって、すみません」

「別に気にすんな」

　さらりと返した横顔はひどく端正で、ハンドルを握る筋張った手が男っぽい。

　それを目にしたまどかは、胸の奥がきゅうっと締めつけられるのを感じた。

（わたし……この人が好きだ）

　自分たちのつきあいはまだ学生のように健全なもので、厳密には彼氏彼女とはいえないのかもしれない。

　しかしまどかは、年上らしい余裕のある奈波に徐々に心惹かれていた。彼はいつも慌てずマイペースで、最初の冷淡な印象とは違い、本当に優しい。

　気づけばそんな奈波から目が離せなくなり、会うたびにドキドキと胸を高鳴らせていた。だが彼が自分をどう思っているのかがわからず、進展しない関係にやきもきしている状況が続いている。

（少し焦りすぎなのかな……。今でも充分楽しいんだから、求めすぎたら罰が当たるかも）

「あれ、奈波さん、どこ行くんですか？」

　元来たルートとは違う方向にハンドルを切るのを見てまどかが問いかけると、彼はあっさり答える。

「時間もあるし、ドライブもいいかなって」

「ドライブ？」

「Ｋ岬まで。高速道路を使えば、二時間くらいだ」
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　助手席に座る加倉井が、ドライブと聞いて目を輝かせている。これまでの彼女は本当に競技しかやってこなかったらしく、大会の遠征以外で遠くに行ったことはないという。

（……ほんと、無邪気だな）

　加倉井は考えていることが顔に出やすく、感情がダダ漏れでわかりやすい。

　どこに連れていっても彼女はキラキラと明るい表情を見せ、その素直な反応は奈波を愉しませていた。一方で、こちらを強烈に意識しているのが折に触れて伝わり、奈波は何ともいえない気分を味わっている。

（まあ、今まで男とつきあったことないんだし。……当然か）

　ごく些細な接触でも加倉井は飛び上がり、顔を赤らめたり、動きが目に見えてぎこちなくなる。

　それにおかしさと面映ゆさをおぼえつつ、奈波はどうしたものかと考えていた。

（かれこれ半月、健全なおつきあいを続けてきたわけだけど。……一体いつ手を出すのが妥当なんだろう）

　最初の出会いから加倉井はどこか危なっかしく、放っておけないタイプだと思っていた。

　何度も顔を合わせるうち、彼女が世間擦れしていなくて素朴なこと、笑顔に屈託がなく人を和ませる雰囲気があること、不器用だが何事も一生懸命なことに気づき、いつしか好ましく思っていた奈波は加倉井に交際を申し込んだ。

　あれから約半月、中学生のように健全なつきあいを続けてきたが、奈波はそれなりに楽しんでいた。だが彼女との親しさが増すにつれ、ときおり触れたい衝動がこみ上げてきて困る。できれば今より関係を進めたいが、些細な接触にもビクッとする加倉井を見るにつけ、手をこまねいていた。

　彼女がこちらを見て問いかけてきた。

「奈波さん、往復四時間も運転して大丈夫ですか？　昨夜も帰りが遅かったんですよね」

　昨日は加倉井に会っていないが、こちらの帰宅が遅かったのは、部屋の電気が点く時間でわかっていたらしい。奈波は前を向いて運転しながら答えた。

「週を跨いで持ち越したくない案件があったから、会社に残ってやってたんだ。多少疲れてはいるけど、繁忙期に比べれば何てことはない」

「繁忙期があるんですか？」

「俺のメインの仕事は、企業が決算で作成した書類に間違いがないかを監査するものだ。だから三月に決算がある会社が多い都合上、その翌月と翌々月が忙しくなる」

　多くは三月の決算だが、アパレル関係は二月だったり、十二月決算という企業もある。監査法人に勤める公認会計士は社内の複数の監査チームに所属するのが一般的なため、年に三回ほど忙しくなる計算だ。

「大変なんですね……」

「ま、相手があるからしょうがないよな。それより、前から疑問だったことがあるんだけど」

「何ですか？」

「お前がずっと続けてきた競技を辞めた理由って、どうしてなんだ？」

　加倉井がドキリとした顔をして、口をつぐむ。それを見た奈波は、「踏み込みすぎたか」と考え、すぐに謝った。

「ごめん。答えたくなかったら、答えなくていい」

「あ、いいえ。……記録が、全然伸びなくなったんです。年齢的にもこれから上がることはないって考えて、もう潮時なのかもって思いました。他にも――いろいろあって」

　最後に濁した部分は、きっと答えたくないことに違いない。そう考えた奈波は、さりげなく話題を変えた。

「そっか、怪我とかじゃないならよかった。俺は運動が得意じゃなくて、小学校のスキー授業で靱帯損傷の怪我をしたんだ。グラウンドのしょぼい山だったけど」

「えっ、学校のグラウンドでですか？　あれってかなり小さいですよね」

　話は弾み、二時間があっという間に過ぎる。

　やがて到着したＫ岬は、上から見下ろす景色が圧巻だった。海はどこまでも青く、周囲の緑も旺盛で、都会とはまるで違う自然の雄大さを感じることができる。

（……おお。すごいな）

　しかし気温は三十度近くで、とにかく暑い。

　日差しの強さも相まって、奈波は早々に帰りたくなっていたが、加倉井は逆に生き生きしているのが印象的だった。

（……そうか。陸上競技でいつも外にいたから、こいつは元気なのか）

　彼女は足取り軽く歩き、コバルトブルーの海を見下ろして歓声を上げ、楽しそうに何枚も風景写真を撮っている。

　やがて自宅近くに戻った頃には、すっかり日が暮れていた。マンションに車を置き、家の近くの居酒屋でビールを飲んだ奈波は、ようやく息をつく。

「あー、久しぶりに長時間運転すると、さすがに疲れるな」

「す、すみません。わたしは免許がないので、運転を代われなくて」

　帰りの道中、行きよりも言葉少なだった加倉井は、珍しくビールを頼んでいる。

　酒はあまり強くないと聞いていた奈波は、彼女がぐいっとジョッキをあおるのを見て、声をかけた。

「おい、大丈夫か？　あんま無理すんな」

「だ、大丈夫です。今日は飲みたい気分なんです」

　言葉どおり、彼女はかなりの急ピッチで酒を飲む。

　その態度に、奈波は何となく釈然としないものを感じていた。案の定、一時間半が経つ頃には加倉井はかなり酩酊していて、顔も赤くなっている。

　奈波は会計を済ませ、ふらつく彼女の腕をつかんで帰路についた。

「ったく、だからセーブしろって言ったのに。吐き気はないのか？」

「ないです……ちょっと足元が、ふわふわしてるだけで」

「ふわふわじゃなく、フラフラだろ」

　十分ほど歩いて、彼女のアパート前まで来る。奈波はつかんでいた手を離して言った。

「じゃあ、ちゃんと戸締まりして寝ろよ。もしどうしても具合が悪くなったりしたら、遠慮せずに俺を呼んでいいから。おやすみ」

「――待ってください」

　ふいにグイッと腕を引かれ、奈波は足を止める。酔いに頬を染め、どこか据わった目つきの加倉井が、こちらを見ていた。

「今日一日……奈波さんと一緒にいられて、わたし、すごく楽しかったです。水族館も岬も今まで行ったことがなくて、わたしのためにデートプランを考えてくれる奈波さんを、……その、好きだなって思いました」

　彼女が精一杯気持ちを言葉にしてくれているのがわかって、奈波はふっと微笑む。

　そして加倉井の髪に触れ、柔らかい手触りのそれを軽く掻き混ぜて言った。

「楽しんでくれて何よりだ。次の休みはどこに行くか、考えておくよ」

　話を切り上げて立ち去ろうとする奈波を、彼女がなおも引き止めてくる。困惑して見下ろすと、加倉井が意を決した様子で告げた。

「か、帰らないでください」

「帰らないで、って……」

「奈波さんがわたしを大切にしてくれてるの、よくわかってます。でも――わたしたちがつきあってるのが確かなら、今よりもっと仲良くなりたいです」

　大胆な発言にどう答えたものかと考えながら、奈波は慎重に口を開く。

「あのな、ちょっと身体が触れるたびにお前が飛び上がってビクビクしてるから、俺はこれまであえて自制してた状態なんだ。酒に酔った状態でそんなこと言い出して、後悔するんじゃないか？」

　すると彼女が、頑なな表情になって言い募った。

「話を切り出すために……あえて酔っ払ったんです。わたし、後悔なんてしません。奈波さんは、わたしをどう思ってるんですか？　異性として興味はないですか？」

　奈波は深くため息をつき、彼女を見つめる。一台の車が真横を走り去っていき、暗い中で赤いテールランプが遠ざかっていくのが見えた。

　加倉井を見下ろした奈波は、自分の本心を口にした。

「――好きだよ」

「……っ」

「いつもニコニコしてるところや、不器用だけど前向きで一生懸命なところを、可愛いと思ってる。俺が考えたデートプランを楽しんでくれてたり、美味そうにモリモリ飯を食ったり、男慣れしてなくて初心なところも見ていて面白いし、癒やしになってるよ」

　奈波の言葉を聞いた加倉井が、じんわりと目を潤ませる。それを見下ろした奈波は、笑って付け足した。

「だから男として触れたい欲求はあるけど、お前の気持ちが追いつくまで待っていたんだ。わざわざ酔っ払った状態でやらなくても、いずれまたそういう機会はある。わかったら、とっとと家帰って寝ろ」

　話を終了させようとした瞬間、彼女が体当たりする勢いで胸に抱きついてくる。奈波が思わず息を詰まらせると、加倉井は顔を上げ、興奮した面持ちで言った。

「じゃあ、今すぐしてください！」

「へっ？」

「わたしたち、両想いってことですよね？　わたしも年上らしい余裕のある奈波さんが好きです。仕事のときはものすごくクールな雰囲気なのに、わたしの前ではリラックスして緩くなるところや、かっこいい顔と高い身長も、大好きです」

　目を爛々と輝かせる加倉井の様子がおかしくて、奈波は盛大に噴き出す。それを見た加倉井が、不本意そうにこちらを見つめた。

「な、何で笑うんですか？」

「だってお前、処女のくせにそんなに目をギラギラさせてるとか、どんだけ行為に興味があるんだよ。鼻息荒すぎだろ」

「……っ、だって……」

　きまり悪げな顔をする彼女を前に、何だか力が抜けてしまい、奈波は小さく息をついて笑いを収束させる。

　吹き抜ける夜風が、かすかに髪を揺らした。それを感じながら加倉井の頭に手を載せ、短く告げる。

「――じゃあ、ヤるか」

「えっ？」

「俺の家に行こう」







　エレベーターで二階に上がり、玄関の鍵を開ける。

　奈波の自宅は、広々とした造りの１ＬＤＫだ。あえて電気は点けずにリビングに入った奈波は、鍵とボディバッグをテーブルに置いた。そして振り向き、戸口で立ち尽くす加倉井に声をかける。

「どうした？　さっきまでの勢いがないけど」

「い、いえ……」

　モゴモゴと歯切れの悪い答えを返す彼女に歩み寄り、その腰を抱き寄せる。途端に身体をこわばらせる加倉井に、奈波は問いかけた。

「やっぱりやめたほうがいいんじゃないか。お前は酔ってるし、日を改めたほうが」

「だ、大丈夫です」

　緊張しているくせに頑なな彼女は、引く気はないらしい。

　それを見た奈波は、腹をくくった。より身体を密着させ、普通の女性よりだいぶ背が高い加倉井の唇を塞いだ。

「……っ……」

　彼女がドキリとした顔で息をのむ。

　押しつけるだけで一旦離れた奈波は、吐息が触れる距離でささやいた。

「――口、開けろよ」

「えっ？　……ん……っ」

　何か言いかけた唇を再び塞ぎ、口腔に舌をねじ込む。

　怯えたようにビクッと震える加倉井の舌を、奈波は緩やかに舐めた。角度を変えながら少しずつ深くしていき、抱きしめる腕に力を込める。

　頃合いを見て唇を離すと、彼女が熱っぽい息を吐いた。

「はぁっ……」

　夜目にも頬を紅潮させているのがわかり、その物慣れなさに奈波はいとおしさをおぼえる。唾液で濡れた加倉井の唇を指でなぞりながら、ひそやかに告げた。

「ヤる前にシャワー浴びたいかもしれないけど、今日は後でな」

「えっ？」

「俺が我慢できない」

　答えを聞く間もなく彼女の腕を引き、寝室のドアを開ける。そしてセミダブルのベッドに加倉井の身体を押し倒し、その上に覆い被さった。

「……あっ！」

　元アスリートらしく、彼女の身体は脂肪が薄く、かなり細身だ。

　しかし胸元には女性らしい柔らかさがあって、適度な大きさと弾力が手に愉しい。やんわりと揉みしだく動きに、加倉井が息を乱す。その目元に口づけ、奈波が耳元や首筋へと唇を這わせると、彼女が居心地悪そうに身じろぎした。

「……っ……く、くすぐったい、です……」

「そうか。じゃあ、これは？」

「ひゃっ！」

　ベロリと首筋を舐めた瞬間、加倉井が上擦った声を出す。彼女はこちらの二の腕をつかみ、慌てた口調で言った。

「そ、それはもっと駄目……っ」

「ふうん。敏感だな」

　これはかなり楽しい反応だ。

　そう考えながら、奈波は彼女のカットソーをまくり上げる。あらわになった腰は細く、腹部は硬く引き締まっていた。薄いがしなやかな筋肉がついているのがわかり、思わず感嘆のため息を漏らす。

「すごい。さすが元アスリート、きれいな腹筋だ」

「今は暇なときにトレーニングするくらいなので、だいぶ筋肉が落ちてきた気がするんですけど。……あの、すみません」

「何が？」

「わたしの身体、あんまり女っぽくなくて。背も高すぎますし、男の人はもっと小柄で柔らかい感触が好きですよね？」

　自分の体型にコンプレックスを抱いているらしいことが発言から透けて見え、奈波は笑う。細い腰のくびれを撫でながら、加倉井を見下ろして言った。

「俺はお前の身体、きれいだと思うよ。確かに一般の女性に比べてかなり引き締まってるけど、胸とか尻のラインは女らしいし、腰もくびれてるし、脚も長くてすらっとしてる。自信を持っていい」

「そ、そうでしょうか……」

「ああ。要は俺がその気になるかどうかだろ？　――充分なってる」

「えっ」

　昂ぶった股間をぐっと押しつけると、彼女が目に見えて狼狽する。初心な反応がおかしく、奈波は笑って言った。

「直に触ってみるか？」

「えっ、い、今はいいです」

　慌てふためく加倉井を眺めながら、奈波はシャツのボタンを二つ外し、頭から脱ぎ去る。そんな奈波を見つめ、加倉井が小さく言った。

「な、奈波さんはインドア派なのに、身体が締まってるんですね……」

「今のところはな。でも三十歳を過ぎたし、そろそろ運動しないと緩んでくるかも」

　シャツを床に放った奈波は、再び彼女に覆い被さる。そして背中に腕を回してブラのホックを外し、上衣と一緒に脱がせた。

「ん……っ」

　衣服がまだ肘の辺りに引っかかっている状態のまま、奈波は加倉井の唇を塞ぐ。そして残った手で、彼女の胸のふくらみに直に触れた。

　適度な大きさのそれは張りがあり、揉むと手のひらに跳ね返してくる。先端部分に触れた途端、加倉井がピクリと身体を震わせた。清楚な色合いのそこはいじるうちに芯を持ち、硬く勃ち上がる。

「んっ……ぅっ……」

　舌を絡めながら胸の尖りに触れられる彼女は、涙目になっている。奈波は唇を離し、身体の位置をわずかにずらすと、先端を口に含んだ。

「ぁっ！　……は……っ……」

　コリコリとした感触が愉しく、奈波は舌先で乳暈をなぞったり、尖りを押し潰したりする。

　そのたびに加倉井は声を漏らし、敏感な反応を返した。やがて少し強めに吸い上げる動きに、彼女がビクッと背をのけぞらせる。

「んぁっ……！」

　初心な反応に煽られながら、奈波は加倉井の身体のあちこちにキスを落とす。

　クロップドパンツのウエストから下着の中に手を入れると、そこは既に熱くなっていた。花弁を開き、にじみ出た愛液を塗り広げるように指を動かす。かすかな水音が聞こえ、彼女がきまり悪そうに足先を動かした。

「……っ、ん……っ……」

　愛液を纏った指で、花芯を撫でる。

　そこはすぐに硬くなり、撫でたり押し潰したりする動きに、加倉井が熱い息を漏らした。蜜口からにじみ出るぬめりが多くなり、浅く指を含ませた途端、内襞がきゅうっと吸いついてくる。

「……痛くないか？」

「だ、大丈夫、です……」

　入り口をくすぐるようにしながら、少しずつ指を奥まで埋めていく。

　ぬめる隘路は温かく、わななく襞が指にきつく絡みついてきた。行き来させるうちに愛液の量が増え、動きがなめらかになる。本数を増やしてねじ込んでいくと、彼女が小さく呻いた。

「……っ、うぅ……っ……」

　初めてなら相当慣らさないと、受け入れるのは痛いに違いない。

　そう考え、奈波はこみ上げる欲情をぐっと抑えつつ、加倉井の中で指を動かした。ぬるつく襞が絡んでくる感触は心地よく、根元近くまで指を埋めて奥を抉る。同時に胸の先端を舐めた瞬間、彼女の身体がビクッと跳ねた。

　加倉井の手が奈波の肩にかかり、強く力を込めてきた。

「な、奈波、さん……」

「ん？」

「ぁ、それ、もう……っ」

　胸と秘所を同時に嬲られるのはいっぱいいっぱいらしく、彼女はこちらの動きを押し留めようとしてくる。奈波は加倉井の胸の先端を舌で舐め上げながら答えた。

「もうちょっと、な」

「……っ」

「慣らさなきゃ、お前がつらいだろ」

　さんざん中で指を行き来させたあと、奈波は彼女の下衣を脱がせる。そしてベッドサイドに腕を伸ばし、棚から避妊具を取り出して自身に装着した。

「ぁ……」

　うっかり奈波のものを目にしてしまったらしい加倉井は、慌てて目をそらしている。奈波は屹立を蜜口にあてがい、彼女に向かって言った。

「――挿れるぞ。どうしても痛かったら、言ってくれ」

「んん……っ」

　愛液でしとどに潤んだ蜜口に、ゆっくりと先端を埋めていく。

　丸い亀頭を含まされた加倉井が、ぎゅっと顔を歪めた。中の締めつけが想像以上にきつく、奈波はかすかに眉を寄せる。じりじりと幹を埋めていく動きに、隘路が抵抗するように収縮して、奈波は彼女に声をかけた。

「なあ、もう少し力抜けるか」

「……っ、できな……」

「――まどか」

　名前を呼んだ瞬間、中がビクッと震え、奈波はぐっと奥歯を噛む。危うく達ってしまいそうになったことに悔しさをおぼえながら、唸るようにつぶやいた。

「だから、そんなに締めつけるなって言ってんのに」

「わ、わざとじゃな……っ」

　涙目で必死に言い募る様子が可愛く、奈波は眦を緩める。腕を伸ばし、加倉井の紅潮した頬を撫でて、ささやいた。

「深呼吸しろ。たぶん、そのほうが痛くないから」

「……っ」

　ほんのわずか締めつけが緩み、奈波はじわりと腰を奥に進める。

　潤んだ瞳と従順な様子に欲情を煽られ、熱い息を吐いた。じりじりと進めた剛直は、やがて加倉井の体内に根元まで埋まる。

「……っ、全部挿入った。痛いか？」

「す、少し……でも、我慢できます」

　浅い呼吸をしながら答える彼女の唇に、奈波はキスを落とす。

　緩やかに舌先を舐めると加倉井がおずおずと応えてきて、いとおしさが募った。徐々にキスが深くなり、蒸れた吐息を交ぜ合う。そのあいだも屹立を受け入れた隘路は断続的に締めつけていて、奈波に快感をもたらしていた。

　やがてようやく口づけを解いた奈波は、彼女のすんなりとした太ももの裏側をつかみ、腰を深く入れた。

「あ……っ」

　始めはゆっくり、次第に動きを大きくしていくと、加倉井の口から切れ切れに声が漏れる。締めつけは痛いほどだったが、にじみ出した愛液が動きを助け、律動のたびに粘度のある水音を立てた。

（あー、すっげ。……狭い）

　奥までぬるりとのみ込まれる感触が淫靡で、中を穿つ動きが止まらない。

　すると涙目で喘ぐ彼女がこちらを見つめ、腕を伸ばしてきた。

「ぁ、奈波、さん……」

「ん？　痛いか？」

　加倉井が首を横に振り、ぎゅっと強く抱きついてくる。それを抱き返し、しなやかな身体の細さを腕に感じながら、奈波は彼女の耳元でささやいた。

「――やばい。お前ん中が気持ちよすぎて、すぐ達きそう」

「……っ」

　加倉井がかあっと顔を赤らめるのと同時に、内襞がゾロリと蠢く。

　わななく隘路が締めつけを強めて、奈波は急激にこみ上げた射精感に顔を歪めた。熱い息を吐くことで快感を逃がすと、彼女が上気した顔でこちらを見つめ、吐息交じりの声でささやく。

「……っ、奈波さん、好き……」

　受け入れるので精一杯になりながらの告白に、奈波はふっと微笑む。

　汗ばんだ加倉井の額に唇で触れ、想いを込めて答えた。

「俺も好きだよ」

「……ぁっ……」

「お前ん中、ぬるぬるだから、もう楽に挿入る。……ほら、一番奥に当たってるのわかるか？」

「あっ、あっ」

　片方の脚を抱え上げ、屹立の先端で最奥を抉るようにすると、彼女はしがみつく腕に力を込める。根元まで奈波を受け入れながら、加倉井がグズグズになって声を上げた。

「やっ、ぁ、おっき……っ」

「声、可愛い。……もっと出せ」

「やぁっ……！」

　深い律動で彼女を啼かせながら、いつしか奈波自身もひどく汗ばんで呼吸が乱れている。何度も腰を打ちつけ、愛液でぬめる内襞の柔らかさを堪能するうちに、どんどん射精感が高まってきた。

　中を穿つ動きを止めないまま、奈波は加倉井に問いかける。

「……もう達っていいか？」

「……っ」

　彼女が言葉にならない様子で頷き、奈波は一気に律動を速める。

　果てを目指す荒っぽい動きに、加倉井が高い声を上げた。やがてぐっと腰を押しつけて剛直を根元までねじ込んだ奈波は、ありったけの欲情を薄い膜越しに吐き出す。

「……ぁ……っ……」

　ビクビクと震える隘路の奥で射精するのは、頭が真っ白になるような快感だった。

　深く充足の息をつく奈波の目の前で、息を乱した加倉井がぐったりと身体を横たえている。奈波は腕を伸ばしてその頬を撫でた。

「大丈夫か？」

「――……」

　乱れた髪や上気した顔、潤んだ瞳が、情事の疲労を色濃く残している。奈波は屈み込み、彼女の唇に触れるだけのキスをした。

「ぁ……」

　甘い吐息に誘われ、思わずキスを深くする。

　熱っぽい舌を緩やかに絡ませると、加倉井も反応を返してきた。しばらく互いの舌を舐め合い、身体を起こした奈波は、彼女の体内から慎重に萎えた自身を引き抜く。

　そして後始末をし、加倉井に問いかけた。

「シャワー使うか？　何なら一緒に入ってもいいけど」

「い、今は、腰に力が入りません……」

　彼女の情けない表情を見た奈波は、思わず噴き出す。ベッドにゴロリと横たわり、加倉井の身体を腕に抱き込んで、笑いながら謝った。

「そうか。そりゃ悪かった」

「あの、わたし、上手くできましたか？　奈波さんはつまらなかったんじゃ……」

「身体の関係になるにはもっと時間がかかると思ってたから、俺は満足してるよ。全然つまらなくなんてなかったし、反応も可愛かった」

　彼女が安堵の表情を浮かべ、素直なその様子に奈波の胸が疼く。

　まだ汗ばんでいる細い身体を引き寄せ、その髪に顔を埋めた奈波は、ボソリとつぶやいた。

「……お前より、俺のほうが嵌まるかもな」

「えっ？」

　ここ二年ほどは仕事の忙しさにかまけて彼女がいなかったが、ひょんなことから知り合った加倉井に、すっかり心を持っていかれている。

　一度抱くと想いはさらに増して、今は目の前の彼女を可愛がりたくてたまらない。そんなことを考えていると、加倉井がモゾモゾと顔を上げて言った。

「今、何て言ったんですか？　よく聞こえなくて」

「別に。それより、どうせ家が隣なんだから泊まっていったらどうだ。朝起きて着替えに帰れば、仕事は大丈夫だろ」

「でも……」

　抱き寄せた彼女の小ぶりな尻をつかみ、奈波はニヤリと笑う。

「そうしたら、あと何回かはできそうだもんな？」

「えっ？　あ……っ」

　再びベッドに押し倒された加倉井が、慌ててこちらの腕をつかんでくる。

「ま、待ってください。わたし、さっきのが初めてだったのに、そんな……っ」

「大丈夫だ、手加減はしてやる」

　抵抗をあっさり封じ込めた奈波は、身を屈めて彼女の胸の先端を舐める。

　もちろん先ほどまで処女だった加倉井に、無理をさせるつもりはない。せいぜいやってもあと一回だと思うが、痛みがないよう、うんと慣らしてやるつもりだ。

　久しぶりの恋愛は、どちらかといえばドライな性質の奈波の気持ちを浮き立たせていた。悪くない気持ちになりながら、奈波は恋人のほっそりした身体を抱きしめ、その肌に顔を埋めた。
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　外は連日うだるような暑さで、気温は軒並み三十度を超えている。

　夜もあまり気温が下がらず、寝苦しい日が続いていたが、土曜の今日も塾に行かなくてはならない。木本亜沙美はじりじりと照りつける日差しの中、両親が営む惣菜店に向かって歩いていた。

（お弁当を家で作ってくれたら、私がわざわざお店に行かなくて済むのに……。店で作ったほうが楽だっていうのは、わかるけどさ）

　もちろんこんな我が儘は、両親には直接言えない。自分の大学進学のため、高額な塾の月謝を払ってくれているのは、他ならぬ両親だ。

　それに加え、毎日お弁当も作ってくれているのだから、文句を言ったら罰が当たる。

「あっ、亜沙美ちゃん、おはよう」

　開店前の店に入ると、掃除をしていた加倉井まどかが明るく挨拶してくる。亜沙美は笑って答えた。

「おはよう、まどかちゃん」

「今日も暑いね。でも明日からは、少し気温が下がるんだって」

「へえ、そうなんだ」

　一ヵ月余り前に店番として雇われた彼女は、背が高くスラリとした体型をしている。聞けば前職は食品メーカー所属で、陸上の選手をしていたらしい。

　長く競技に打ち込んできたというまどかは、どこか世間知らずな雰囲気だ。性格は素直で人懐こく、多少不器用だが仕事は真面目で、亜沙美の両親は「いい子が来てくれたね」と喜んでいた。

　そんな彼女は、少し前に彼氏ができたという。これまで誰ともつきあった経験がないというまどかは、初めての男女交際に戸惑っていて、亜沙美はしばしば相談に乗っていた。

　床を掃き終えたまどかは、入り口のドアガラスを磨くためにクリーナーと雑巾を取り出している。その様子は傍目にも上機嫌で、かなり浮き立っているのが丸わかりだ。

　ピンときた亜沙美は、彼女に向かって問いかけた。

「ねえ、まどかちゃん。何か良いことあった？」

「えっ？」

「彼氏と初めてしたとか」

　亜沙美の言葉を聞いた瞬間、まどかの顔が一気に赤くなる。

　彼女は厨房のほうを気にするそぶりをしながら、モゴモゴと言いよどんだ。

「えっと、あの……」

「先週の日曜、二人で水族館に行くって言ってたもんね。もしかしてそのとき？」

　まどかは躊躇ったのち、小さく頷く。亜沙美は笑って言った。

「よかったね、おめでとう。ふうん、仲良くやってるんだー」

「お、おかげさまで……」

　彼女はひどく照れているものの、とても幸せそうだ。それを見た亜沙美の中で、シクリと疼くものがあった。

（いいよね、受験がない人は能天気で。……ヤったヤらないで一喜一憂するなんて、やっぱり二十五歳まで処女だったから？）

　こんなふうに意地の悪いことを考えてしまうのは、亜沙美が疲れているからかもしれない。

　いつもニコニコして如才なく振る舞っている亜沙美だが、内面はストレスでいっぱいだ。受験する予定の大学は自分的にかなりレベルが高く、勉強はまったく気が抜けない。学校では女子同士の人間関係が複雑で、些細なことがきっかけで仲間外れにされるのは日常茶飯事だ。一体いつ自分がそのターゲットにされるのか恐々とし、言葉や態度に気をつける日々は、ひどく精神を疲弊させていた。

　そんな状態で幸せそうなまどかを目の当たりにすると、神経がささくれ立つ。自分だって素敵な彼氏を見つけていちゃいちゃしたいし、遠くに遊びに出掛けたい。だがそれは受験を諦めないかぎり不可能なのだと、よくわかっていた。

　亜沙美は彼女に対するマイナスの感情を押し隠し、何食わぬ顔で問いかけた。

「ねえ、まどかちゃん。まどかちゃんの家って、ここから近いんだっけ」

「うん、自転車で五分くらい。かなりのボロアパートなんだけどね」

　亜沙美は世間話のノリで、言葉巧みに彼女の自宅の場所、郵便受けに名前を付けているかなどを聞き出す。こちらを疑う様子のないまどかは、あっさり全部教えてくれた。

「ふうん、三丁目かー。あの辺って、新しい建物と古い建物のギャップが激しいよね」

「そうなの。奈波さんが住んでるマンションは新しくて、見るからに高そうなんだけど。わたしのほうは全然」

　首尾よく目的の情報を聞き出せた亜沙美は、知らず微笑んでいた。するとそれを見たまどかが、ホッとした顔で言う。

「亜沙美ちゃん、今日はいつもより元気だね。最近ちょっと疲れてるのかなって、心配してたんだ」

　彼女の表情には嘘がなく、本当にこちらを気にかけていたことが伝わってくる。亜沙美はまどかを見つめ返し、ニッコリ笑って答えた。

「心配してくれてありがと。でも大丈夫だよ、……いいストレス解消法が見つかったから」
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　午後八時の住宅街は、かすかな排気ガス臭と夕餉の匂いで満ちている。

　まだうっすらと空が明るさを残す中、まどかは惣菜店でもらったおかずの袋を手に自宅へ向かって歩いていた。

（奈波さんから連絡がきてないってことは、きっと今日も帰りが遅いんだろうな……）

　スマートフォンにはメッセージの通知がなく、まどかはそう当たりをつける。

　七月は四半期レビューのせいで、そこそこ忙しい時期らしい。これは年三回、企業の四半期報告書に含まれる財務諸表の信頼性を公認会計士が検証し、その結論を利害関係者に報告するもので、質問と分析的手続きがメインになるという。

　しかし場合によっては期末監査の前倒しの手続きをしたり、内部統制の運用評価の手続きをすることもあるため、奈波いわく「いろいろと面倒臭い」のだそうだ。

（本当は、奈波さんに相談したいことがあったんだけど……）

　これまでは自転車で通勤していたまどかだったが、今日徒歩なのには理由がある。

　朝の出勤の際、自宅アパートの外に停めていた自転車が、何者かによってパンクさせられていたのだ。

（タイヤに釘がいっぱい刺さってたから、自然なパンクじゃない。……でも、一体誰が）

　――不審な出来事は、それだけではない。

　今週に入ってから二回ほど、自宅アパートの郵便受けにゴミが入れられていた。一度目は大量のチラシやペットボトルなどの雑多なものだったが、二度目は腐った生ゴミだ。

　他の住人の郵便受けは荒らされておらず、明らかに自分だけを選んでやっているのがわかる状況に、まどかはショックを受けていた。

（誰かに恨まれてるのかな。……でも全然、心当たりがない）

　最初はただの、悪戯だと思った。だが二度も郵便受けにゴミを入れられ、自転車までパンクさせられたとあっては、こちらを狙ってやっていると考えて間違いないだろう。

　奈波に相談したかったが、ここ数日の彼は仕事が忙しく、帰りが遅い。まどかはどうしたものかと考えあぐねていた。

（これ以上続くようなら、警察に連絡するべきなのかも。たぶん、うちが入り口に防犯カメラもないようなおんぼろアパートだから、悪戯しやすいんだ）

　誰かの悪意が自分に向けられていると思うと、胃がぎゅっと引き絞られる。今この瞬間も「どこかから見られているかもしれない」という考えが頭をよぎり、ひどく落ち着かなかった。

　自転車で数分の距離は、歩けば十分ほどかかってしまう。緊張しながら自宅アパートに到着したまどかは、郵便受けに異常がないことを確認し、ホッと胸を撫で下ろした。周囲を見回して不審な人物がいないのを確かめ、ようやく自宅に入る。

　食欲はなかったものの、惣菜店からもらってきたおかずを皿に移し、レンジで温めた。そして朝炊いたご飯を茶碗によそって、ちゃぶ台に並べる。

「……いただきます」

　今日のおかずは肉詰めピーマン、鮭の南蛮漬け、さつまいもとりんごのサラダだ。一人には充分すぎる量のそれらは相変わらず美味しそうだったが、まどかの表情は冴えない。

　そのときスマートフォンの電子音が鳴り響き、手に取って確認した。

（あ、奈波さん）

　メッセージは奈波からで、「さっき駅に着いて、今歩いてる」とある。まどかは「じゃあ、うちに来ませんか」と返した。

　彼から了承の返事が来て、まどかは心が浮き立つ。奈波の分の取り皿や茶碗を用意しているうちに数分が経ち、やがて玄関のチャイムが鳴った。

「奈波さん、おかえりなさい」

「ただいま」

　スーツ姿の彼は髪がきっちりしていて、端正な佇まいがいかにも仕事ができそうな雰囲気を漂わせている。玄関で靴を脱ぐ奈波に、まどかは言った。

「今日は少し、帰りが早いんですね」

「まあな。ここんとこずっと根を詰めすぎたから、今日は早めに切り上げて帰ってきた」

　夕食を食べるかと聞くと彼が頷いたため、まどかはおかずを温め直す。ちゃぶ台の上に並べ、奈波のために買ってある缶ビールを手渡してから、かぼちゃが入った小鉢を置いた。

「あの、これはわたしが昨日作ったかぼちゃの煮物です。お店のものとは比べ物にならないと思うんですけど、よかったら」

「うん。いただきます」

　少し煮過ぎて崩れてしまったかぼちゃを口に入れ、奈波が頷く。

「美味いよ」

「ほんとですか？　実はちょっと、煮詰まってしまって」

「ああ。形が崩れてるのも、まあ味がある」

　かなり不器用な自覚のあるまどかは、調味料を正確に量って料理した。自分的にはそこそこ上手くてきた自信があったため、褒めてもらえてうれしい。

　彼の顔を見ると少し食欲が湧き、あれこれと話しつつ食事をする。二人で食器を洗い終え、居間に腰を落ち着けたところで、奈波がまどかの頭を自分の肩口に引き寄せて言った。

「……仕事をある程度で切り上げて帰ってきたのは、連日の残業で疲れたのもあったけど。お前に触りたくて、仕方なかった」

「そ、そうなんですか？」

「だってもう三日くらい、触ってないだろ」

　頬に触れる彼の体温、耳元で聞こえる低い声、匂いに、まどかの胸がきゅうっとする。

　初めて身体を繋げてから十日余り、日を置かずに何度も抱き合った。奈波の触れ方は優しいのに情熱的で、自分に向けられる愛情を確かに感じることができる。

　この三日ほどは彼が忙しくて会えなかったが、まどかの中には寂しい気持ちが確かにあった。身の回りで不審な出来事が相次ぎ、不安になっていたから余計にだ。

　まどかは奈波の服の裾をつかんで言った。

「わたしも……奈波さんと、こうしたかったです。仕事が忙しくて疲れてるのはわかってても、少しでいいから会いたいなとか、でもそっとしておくほうがいいのかなと思ったり」

「俺も一緒だ。あまり遅い時間に会うと、お前の翌日の仕事に差し支えるかもしれないと考えて、連絡できなかった」

「大丈夫ですよ？　わたし、体力には自信があります。何しろ元アスリートですから」

　まどかの発言に奈波が噴き出し、「そっか」とつぶやく。

　間近で視線が絡み合い、気がつけばどちらからともなく唇を重ねていた。

「ん……っ」

　初めは触れるだけだった口づけはすぐに熱を帯び、蒸れた吐息を交ぜ合う。

　ぬめる舌を舐め合い、男らしく硬い身体を抱きしめるだけで、体温が上がった。唇を離したタイミングで、彼がささやく。

「――一緒にシャワー、浴びるか」

「えっ？」

「昼間、暑くて汗かいたから、身体を洗いたい」

　まどかの自宅は古いアパートだが、風呂とトイレは付いている。

　脱衣所であっという間に衣服を脱がされ、浴室に連れ込まれた。全裸を見られるのは恥ずかしいが、暗がりなのがせめてもの救いだ。

　シャワーのコックを捻り、湯の温度を調整した奈波が、スポンジを濡らして言った。

「――洗って」

「あ、はい」

　ザーザーとシャワーが音を立てる中、ボディソープを付けたスポンジを泡立てる。向かい合った状態で彼の身体を洗ううち、まどかの顔がじわじわと赤らんだ。

（奈波さん、本当に均整がとれた体型をしてる。……インドアで全然運動してないはずなのに、不思議だな）

　上半身を洗い終えて腰の辺りまでくると、まどかの手が自然と止まる。すると奈波が、笑いをにじませた口調で問いかけてきた。

「下は洗ってくれないのか？」

「えっ、あの……」

「じゃあ、俺の番な」

　彼はスポンジではなく自身の手に直接ボディソープを取り、まどかの身体に触れてくる。

　ぬるぬると滑る手のひらで肌に触れられるのは淫靡な気持ちを掻き立て、まどかは動揺して奈波の二の腕に触れた。

「な、奈波さん、手じゃなくスポンジで……っ」

「いいから」

　肩から腕を洗った彼は、胸に触れてくる。ぬめりを纏った手でふくらみを揉まれ、先端をいじられると、じんとした愉悦が走った。

「はぁっ……」

　硬くなり、芯を持ったそこを、奈波の指が押し潰す。指で挟んだり、軽く引っ張られたりするうちに身体の奥が疼き出し、まどかは背後の壁にもたれてこみ上げる喘ぎを押し殺した。

　胸を嬲る手を止めないまま、彼がささやいてくる。

「まどか、顔上げろ」

「ん……っ」

　覆い被さるように唇を塞がれ、口腔にぬるりと舌がねじ込まれて、まどかはくぐもった声を漏らした。

　ざらりとした表面を擦り合わせながら絡みつく舌の感触に、次第に何も考えられなくなる。やがて胸から離れた奈波の手が、脚の間に入り込んできた。

「ぁ……」

　そこは胸への愛撫で熱く潤んでいて、既に蜜を零している。彼の指が花弁を割り、敏感な尖りを撫でてきて、まどかは押し殺した息を漏らした。

「……っ、ん……っ、ぅっ……」

　浴室の中に、自分の声が響くのが恥ずかしい。

　シャワーの湯気が上がる中、指で形をなぞり、硬くなった快楽の芽をいじられる。ボディソープと愛液が混じったぬめりで奈波の指が滑って、甘ったるい愉悦がこみ上げて仕方がなかった。

　彼はまどかを喘がせる手を止めないまま、耳元でささやく。

「手にボディソープつけて、俺のも触って」

「……っ、はい」

　言われたとおりに奈波の昂ぶりに触れると、彼が熱っぽい息を漏らす。

　硬く充実した幹には太い血管が走っていて、そこを握ってしごくようにしたり、丸く張り出した亀頭の部分や鈴口をいじると、気持ちいいようだった。

「あ……っ」

　ふいに奈波の指が蜜口から押し入ってきて、まどかは喘ぐ。

　硬い指が身体の内側をなぞる感触に肌が粟立ち、思わずきゅうっと締めつけてしまった。隘路を指が行き来し、溢れ出た愛液で粘度のある水音が立つ。かろうじて屹立から手を離さず、まどかは彼の肩口に顔を伏せて声を上げた。

「ぁっ……はっ、……あ……っ……ん……っ」

　初めてのときに感じた痛みは既になく、身体は愛撫に素直に反応する。

　ゴツゴツとした指に奥深くを穿たれるのには快感があり、涙目で喘いでいると、奈波がふいに指を引き抜いてしまった。

「あ……」

　代わりに熱く漲った剛直が寄せられ、まどかは焦って言う。

「ま、待って。奈波さん、避妊具ゴム……っ」

「わかってる。ここでは挿れないから」

　脚の間に灼熱の棒に似た屹立を挟まれ、ゆっくりと擦られる。

　愛液でぬめる花弁を硬いもので行き来される感触は、ひどく淫靡だった。その熱さ、太さや幹に浮かぶ血管までもまざまざと感じてしまい、まどかは声を上げる。気づけば浴室内は、シャワーの湯気も相まって濃密な空気に満ちていた。

「ぁっ、あ、奈波、さん……」

「……っ」

　剛直がときおり花芯をかすめ、じんとした快感がこみ上げる。

　いまにも達してしまいそうなほどに気持ちいいのに、身体の奥を満たされていない物足りなさもあり、まどかは彼の二の腕をつかむ手に力を込めた。すると奈波も、唸るようにつぶやく。

「あー、くそ。……ここじゃ駄目だな」

「えっ？」

「一旦出るぞ」

　彼はシャワーヘッドを手に取り、まどかの身体を洗い流す。

　そして自分の身体も流したあと、こちらの手を引いて浴室を出た。バスタオルを手渡されたまどかが身体の水気を拭っていると、彼はスーツのスラックスを拾い上げてゴソゴソしていた。

　やがて避妊具を取り出した奈波が自身にそれを被せ、まどかの身体を裏返す。

「あ……っ！」

　腰を引き寄せた彼に後ろからゆっくりと挿入され、まどかは目の前の洗濯機にしがみついて声を上げた。

　硬く充実した剛直を体内に埋められるのは、強烈な圧迫感を伴う。しかしそれを凌駕するほどの快感があって、締めつける動きが止まらない。

　奈波が押し殺した声で言った。

「きつい。――もうちょっと緩めろよ」

「あっ、そんなこと、言われても……っ」

「お前ん中、狭いくせにぬるぬるで……こんなの、すぐ達くだろ」

　どこか悔しそうに言った彼が律動を激しくしてきて、まどかは嬌声を上げる。

　深く腰を入れられると最奥を切っ先が抉り、息が止まりそうなほどの快感が突き抜けた。身体の表面に触れる洗濯機の金属の感触が冷たかったが、すぐに気にならなくなる。

　喘ぐまどかの背に覆い被さり、奈波が胸のふくらみを手のひらに包み込んできた。同時に首筋を舐められ、耳元に荒い息を吹きかけられるうちにどんどん官能が高まって、隘路が潤んでいくのを止められない。

「はぁっ……ぁっ、奈波、さん……っ」

「……っ」

　胸の先端を強くつままれた瞬間、ビクリと身体が震える。

　きつく収縮する柔襞に性感を煽られたのか、彼がなおも律動を繰り返し、まどかは嵐のような快感に翻弄された。

「あっ！　はぁっ……んっ……ぁ……っ！」

「……っ、出すぞ……っ」

　ひときわ深く剛直をねじ込まれ、最奥で吐精されたのをまどかは感じる。

　心臓の鼓動が速く、身体がすっかり汗ばんでいて、目の前の洗濯機にぐったりともたれかかった。奈波もまた、脱力しながらまどかの背に顔を伏せてくる。

「……あー、やっぱ早かったな」

「えっ、そうですか？」

　どこか悔しそうな言い方がおかしくて、まどかは思わず噴き出す。

　首筋に掛かる彼の髪が、くすぐったかった。その後は再び二人でシャワーを浴び、互いの身体を洗い合って浴室を出る。

　濡れ髪をタオルで拭いている奈波を横目に、パジャマを着たまどかは、おずおずと切り出した。

「あの……奈波さん」

「ん？」

「実はちょっと、相談があって」

　まどかはこれまで二回郵便受けに悪戯をされたこと、今朝は自転車をパンクさせられていたことを彼に報告する。

　奈波はみるみる真剣な顔になって言った。

「郵便受けと自転車、三回も不審な出来事が続いたのなら、相手は明確にお前を狙ってるってことだよな」

「……やっぱり、そうですよね」

「郵便受けにゴミを入れられたとき、スマホで写真とか撮ったか？」

　あのときはすっかり動揺しており、「早く片づけなければ」という気持ちでいっぱいになっていて、そんな余裕はなかった。

　まどかがそう答えると、彼は考え込みながら答えた。

「まず警察に相談するべきだし、あまり一人にならないほうがいいかもしれない。俺が一緒に行ってやりたいけど、明後日まで我慢できるか？」

「はい、大丈夫です」

　今日は金曜で、明後日の日曜が互いの休みになる。

　他にも奈波は、帰る時間が一緒になりそうなときはなるべく店まで迎えに来ることを提案してきた。

「今度何かあった場合は、必ず証拠として写真を撮ってほしい。時間が何時だろうと、俺にすぐ連絡しろよ」

「……でも」

「一人で抱え込まず、相談してくれ。――絶対に力になるから」







　その二日後の日曜、まどかは奈波と一緒に最寄りの交番に相談に行った。

　三十代とおぼしき警官は親身になって話を聞いてくれ、自宅周辺の巡回を強化するのを約束してくれた。

「また何かありましたら、ご連絡ください」

「はい。よろしくお願いします」

　交番を出たのは、昼の少し前だった。腕時計で時間を確認したスーツ姿の奈波が、申し訳なさそうに言う。

「悪い、朝も言ったけど、これからちょっとクライアントと会わなきゃならないんだ。なるべく早く帰ってくる」

「大丈夫です。いってらっしゃい」

　日曜でなければ時間が取れないという客と会うため、彼は車で出掛けていく。

　それを見送ったまどかは、駅に向かって歩き出した。

（せっかく時間があるんだから、街まで行こう。……気分転換に、新しい服とか買おうかな）

　薄曇りの今日は湿度が高く、人が多い街中はひどく蒸し暑い。あちこちの店にセールの貼り紙があり、心がわくわくと浮き立った。

　地上に出てファッションビルに向かって歩いていたまどかは、ふいに後ろから声をかけられる。

「――加倉井？」

　驚いて振り返ると、三十代半ばの男性が立ち止まり、こちらを見ている。

　その瞬間、まどかは心臓がドクリと鳴るのを感じた。

「あ……」

「久しぶりだな。元気だったか？」

　男がこちらに歩み寄ってきて、まどかは思わず後ずさる。彼――澤部さわべ圭吾けいごは、爽やかな笑顔で言った。

「こんなところで会うなんて、すごい偶然だな。お前が会社を辞めてから、どうしてるかずっと心配してたんだ。今は？　まだ走ってるのか？」

「いえ……」

　心臓がドクドクと速い鼓動を刻み、手にじんわりと汗がにじむ。青ざめたまどかをよそに、筋肉質な体型で顎鬚を生やした彼は、親しげな口調で言葉を続けた。

「お前が引退するの、俺は早すぎたと思うけどな。もう少しフォームの改善をすれば、タイムが上がる余地は充分あったのに。辞めてから、少し筋肉が落ちたか？　今は何をやってるんだ」

　澤部が矢継ぎ早に問いかけながら腕を伸ばし、気安く二の腕に触れてくる。

　その瞬間、猛烈な怖気が走り、まどかは彼の手を振り払っていた。

「や……っ！」

　あまりに激しい反応に、澤部が驚いた顔で目を見開く。まどかはひどく動揺しながら、小さな声で言った。

「お話しすることは、何もありません。――失礼します」

「おい、待っ……」

　彼はなおも何か言っていたが、まどかは構わずに早足で駅に向かった。人混みを掻き分け、今にも背後から再び澤部が来るかもしれない恐怖に怯えながら、地下への階段を下りる。

（何でこんなところで、あの人に会っちゃうの？　……どうして）

　腕にはまだ彼の手の感触が残っていて、それが嫌でたまらない。

　改札を抜け、ちょうどホームにいた車両に、大急ぎで駆け込んだ。ゆっくりと動き出した車内で、まどかはようやく安堵の息をつく。結局何も買い物できずに帰ってきてしまったが、今はとにかく澤部から離れたくて仕方なかった。

（もう、会わないと思ってたのに……）

　――澤部は、まどかがＨ食品の陸上部にいたときのコーチだ。

　入社二年目にそれまでいたコーチが退職し、代わりにやってきた彼は三十代半ばと若かった。聞けば澤部自身も元選手で、怪我が原因で競技を引退し、その後コーチに転身したらしい。明朗闊達、笑顔が爽やかで指導熱心な彼を、まどかは初め尊敬していた。

（でも……）

　半年ほど経った頃から、まどかは澤部が自分の身体に過剰に触れてくることに気づいた。

　気のせいだと考えようとしても、その頻度は次第に増えていく。注意深く周りを観察してみたところ、彼は他の選手にはそういった接触をしていないようだ。

　自分だけが、ターゲットにされている――そう確信したまどかだったが、なかなかそれを告発することができなかった。

　澤部は結婚しており、日頃から四歳になる息子の話題を出していて、子煩悩で知られている。いつも爽やかで人当たりがいい彼が自分にセクハラしているという事実を公表した場合、一体何人がそれを信じてくれるだろう。

　証拠は何もなく、ただまどか自身の主観だけがその根拠だ。たとえ告発したとしても、「自意識過剰だ」と思われるのが関の山のような気がした。

（だから……言えなかった。それをいいことに、あの人はずっと――）

　周囲の目を巧妙に避け、日常的に繰り返されるセクハラは、少しずつまどかの精神を疲弊させた。

　練習に出るのが苦痛になり、パフォーマンスがどんどん悪くなっていく。競技会に出ても結果を出せなくなって、それが余計にまどかの心を追い詰めていった。

　やがて耐え切れなくなったまどかは、部に退部届を出し、同時に会社を辞めた。

（わたしが弱かっただけなのかな。ちゃんと告発して戦っていれば、結果は違ったのかも……）

　だがセクハラを跳ねのける精神力がなかった時点で、競技で結果を出すのは無理だったのかもしれない。

　あとから出てきた若い選手に追い上げられたことも、辞めた原因のひとつだ。彼女たちの活躍をよそに、タイムが下がる一方だったまどかは、競技を続けるモチベーションを維持できなくなってしまった。

　自分の中で折り合いをつけ、陸上競技をきっぱり諦めたまどかは、新しい生活を始めた。今までできなかったことをどんどんやっていこうと考え、多少の失敗はしながらも、ちゃんと仕事を見つけて奈波という彼氏までできた。

　それなのになぜこのタイミングで、澤部に会ってしまうのだろう。

（大丈夫……ただの偶然なんだし、きっともうコーチに会うことはない。……だから忘れよう）

　まどかが陸上部の監督に「会社を辞める」という報告をした際、その場に同席していた澤部は、セクハラが明るみに出ては困ると考えたのか、特にこちらを引き留めたりはしなかった。

　要するに彼の中には保身の気持ちがあるはずで、わざわざ寝た子を起こすような真似はしないはずだ。そう結論づけ、まどかは深く息をつく。

（奈波さんには、コーチのことは黙っておこう。……ただでさえ仕事が忙しいのに、これ以上心配はかけられないもの）
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　先週の金曜から高校は約三週間の夏休みに入ったが、受験生にとっては楽しい予定などはなく、勝負の時季だ。休みといえど夏期講習を受けるのが当たり前で、毎日塾に通う日が続いている。

　そんな中、亜沙美は両親が営む惣菜店に足しげく顔を出していた。目的は、従業員であるまどかを観察するためだ。少し前まで初めての彼氏との順調な交際に浮き立っていた彼女だったが、ここ最近は浮かない顔をしている。

　そんな様子を眺めるのが、亜沙美の密かな楽しみとなっていた。

（やっぱりメンタル削られてるのかなあ。削られるよね？　誰が自分を嫌っているのかわからないって、すっごく怖いもんね）

　自分は受験の重圧と人間関係で日々心を擦り減らしているのに、まどかは初めての恋愛で幸せそうにしている――それが許せなくて始めた嫌がらせは、亜沙美のいいストレス解消になっていた。

　まどかからは何も報告はされていないものの、彼女の日々の様子から、自分の行動が確実にダメージを与えているのがわかる。

（次は何をやろうかな。足がついたらまずいし、今以上に派手なことはできそうもないけど）

　今日の亜沙美は昼過ぎから塾があり、終わったあと惣菜店まで来て、店舗から見えづらい奥の片隅で勉強をしている。

　あと五分で閉店という時間帯、店に入ってきたスーツ姿の男性がいた。ただの客かと思いきや、カウンターにいたまどかと彼は親しげに話している。

「奈波さん、今日は早かったんですね」

「ああ、ここの閉店に間に合わせるために頑張った。でももう、全然商品が残ってないな」

「さっきのお客さんが、だいぶ買っていかれたので」

　二人の間には親密な空気が漂い、まどかはひどくうれしそうだ。それを見た亜沙美は、男が彼女の彼氏であることに気づいた。

（あれがまどかちゃんの彼氏？　……しょぼい男かと思ってたのに、かなりのイケメン）

　仕立ての良いスーツを着こなした男は、三十歳前後だろうか。高い身長とピンと伸びた背すじが、いかにも仕事ができそうな雰囲気を醸し出している。

　切れ長の目元やすっと通った鼻筋、シャープな印象の頬のラインなど、その顔立ちはどちらかといえば冷たい印象のパーツばかりで形作られている。だがまどかに向ける眼差しが優しく、整った顔をより魅力的に見せていた。

　二人の姿を見つめるうち、亜沙美は自分の中にモヤモヤと面白くない気持ちがこみ上げてくるのを感じた。

（何あれ。あんなイケメンを捕まえたから、調子に乗ってるってわけ？　……ふうん）

　亜沙美はノートの上にペンを置き、立ち上がる。そしてまどかの背後に近づき、ひょっこり顔を出して問いかけた。

「まどかちゃん、こちらのお客さん、もしかして彼氏さん？」

「あ、亜沙美ちゃん。……えっと、うん」

　彼女がじんわりと頬を染めながら頷き、亜沙美は男に向かって笑顔で挨拶する。

「初めまして、この店の娘の亜沙美です。まどかちゃんにはいつもお世話になってます」

「……こんばんは」

　間近で見た彼は、背の高さと顔立ちの良さが際立っている。亜沙美はニコニコして言った。

「公認会計士さんなんですよね？　こんなにかっこいいエリートとつきあってるなんて、まどかちゃんすごい」

「そ、そんな」

　まどかが閉店作業をする傍ら、亜沙美は世間話をしつつ男の様子を観察していた。

　彼の穏やかな物腰からは、対人スキルの高さが窺える。スーツの袖口から垣間見える腕時計はかなり高価なもので、靴もきちんと磨かれており、少し冷たそうではあるもののハイスペックな人物といって間違いない。

　亜沙美は微笑んで問いかけた。

「わざわざ仕事帰りに彼女を迎えに来るなんて、すごく仲が良いんですね」

「最近、身の回りで物騒なことがあるので。万が一を考えると、なるべく一人にさせないほうがいいと思ったんです」

　おそらく自分がしている、嫌がらせのせいだ。そう考えながら、亜沙美は笑みを浮かべて答えた。

「ふうん。……そうなんですか」

　そのとき奥から父が出てきて、まどかに声をかける。

「加倉井さん、もういいよ。あとは閉めるだけだから――って、あれ？　そちらの方は？」

「あ、あの……」

　言いよどむまどかに代わり、男がそつなく挨拶する。奈波と名乗った彼に、父は好感を抱いたようだった。

「こんなしっかりした彼氏さんがいるなら、夜道も安心だね。じゃあ、お疲れさま」

「はい。お先に失礼します」

　二人が仲睦まじい様子で帰っていき、亜沙美はその後ろ姿を見送る。

　まどかの交際相手である奈波を目の当たりにし、面白くない気持ちがふつふつと渦巻いていた。

（地味で何の取り柄もなさそうなまどかちゃんが、あんなにかっこいい人とつきあってるなんて生意気。……いっそ、私が奪っちゃうのはどうだろう）

　亜沙美の体型はせいぜい人並みだが、顔にはそれなり自信があり、何より若さがある。その気になれば、自分に靡かない男などいないはずだ。

　そう考えた亜沙美は、わくわくと胸を躍らせる。どんなふうに奈波に近づこうかと思いを巡らせていると、父が不思議そうにこちらを見ていた。

「どうしたんだ？　亜沙美。そんなにニヤニヤして」

「んー？　別に。……何でもない」







　その翌日から、亜沙美は夜の時間帯に頻繁に惣菜店を訪れるようになった。

　昔から学校が終わったあとに両親の店で過ごすのが普通だったこともあり、塾帰りに寄るのはそうおかしな話ではない。

　しかし本当の目的は、奈波に近づくことだ。彼は七月いっぱいは仕事が忙しかったものの、八月はだいぶ暇で定時に帰宅できるらしい。恋人のまどかを心配した奈波は毎日店まで迎えに来ていて、亜沙美と会話をする機会は自然と増えていた。

「奈波さん、公認会計士って数字に強いんですよね。この数Ⅱの問題、わかりますか？」

「階差数列型の漸化式か。まず、初項は１だとわかるかな。次に式変形をして、あとは階差数列によってできる数列の、一般項を求める」

　公認会計士は受験資格に学歴は関係なく、試験に合格するだけの学力さえあれば、中卒でも高卒でも資格取得が可能だという。

　しかし調べてみたところ、合格者のほとんどは有名大学の大学院まで出ている者が多い。奈波もその例に漏れず高学歴のようで、解説はスラスラとよどみなくわかりやすかった。

　亜沙美は笑顔で言った。

「奈波さんの説明、塾で聞くよりわかりやすいです。まるで先生みたい」

「学生時代は、家庭教師のバイトをしてたから」

「えー、すごい。奈波さんのマンツーマン授業、私もお願いしたいなあ」

　わからない問題を聞くのに便乗して、亜沙美はさりげなく彼に身体を寄せる。だが奈波はまったく顔色を変えずにすっと身を引いてしまい、肩透かしを食った。

（ガードが固いな。ま、お店の中だし、仕方ないか）

　ふと視線を感じて振り向くと、こちらを見つめていたまどかが慌てて目をそらすところだった。それに気づいた亜沙美は、優越感をおぼえる。

（まどかちゃんはこっちを気にしてるみたいだから、充分効果はある。……奈波さんと二人で会う方法を、何とか考えなくちゃ）
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　八月に入ってからは連日の猛暑が続き、外はうだるような気温となっている。

　最初に自宅の郵便受けにゴミを入れられてから、十日ほどが経っていた。悪戯は毎日ではないが数日置きに続いていて、今朝も玄関前に生ゴミが撒き散らされていたばかりだ。

　徒歩数分のところにある八百屋までおつかいを頼まれ、エプロン姿で店の外に出たまどかは、ムッとした熱気の中でため息をついた。

（警察も巡回を強化するって言ってたけど、犯人の手掛かりがまったくない。……一体いつまで、こんなことが続くんだろう）

　悪臭漂う生ゴミを片づける作業は、まどかの神経をひどく消耗させた。

　奈波のマンションの入り口には防犯カメラが設置されていて、もしかしたらそれに犯人が映っているかもしれないと考えたが、こちらのアパートの入り口は建物で陰になる位置にあるため、期待できない。

　進展しない状況は、まどかの心に暗い影を落としていた。それでも、ようやく忙しさが一段落した奈波が毎日迎えに来てくれることが、ささやかな癒やしになっている。

（でも……）

　彼が店に迎えに来るようになって以来、亜沙美がひどくはしゃいでいるのが、まどかは気になって仕方がない。

　塾の帰りに惣菜店に寄る彼女は、いつも奥の片隅で勉強をしている。ときおりわからないところがあるのか、奈波が来た際に質問して教えてもらうことがしばしばあった。

　そんなときの亜沙美は、かなり距離が近い。声を上げて笑っている様子は楽しそうで、まどかはついチラチラと二人を見てしまう。

（確かにわたしに聞かれても勉強は教えられないし、頭が良い奈波さんに質問するほうが効率的かもしれないけど。……普通、あんなに話しかけるものかな）

　そんなときのまどかは、蚊帳の外だ。奈波に親しげに話しかける亜沙美につい嫉妬の感情がこみ上げて、モヤモヤしている。

　幸い、奈波のほうは他人行儀な態度を崩しておらず、一定の距離を保っていた。それがわかっているまどかは、「気にしないほうがいい」と自分に言い聞かせる。

（亜沙美ちゃんが人懐こいのは、前からだし。……きっと、目くじら立てるほうがおかしいんだよね）

　オーナー夫人に頼まれたサラダ菜を八百屋で購入し、店に戻るべく踵を返す。

　何気なく視線を巡らせたまどかは、ふと駅のほうから一人の男が歩いてくるのに気づき、ギクリとして動きを止めた。こちらに気づいた男が快活な微笑みを浮かべ、手を上げる。

「加倉井、ここで見つけられてよかった」

「コーチ、どうして……」

　――なぜこちらの最寄り駅に、澤部がいるのだろう。

　そんな疑問を抱くまどかに歩み寄り、彼が笑って言った。

「お前の実家に連絡して、親父さんから新しい住所を聞いたんだ。『競技を再開するように説得したいから、連絡先を知りたい』って言ったら、あっさり教えてもらえた」

　まどかはぎゅっと拳を握りしめる。

　二年前に母親が病気で亡くなって以降、父は実家で一人で暮らしている。陸上部のコーチという澤部の素性を聞いた彼は、きっと深く考えずに教えてしまったに違いない。

　まどかは澤部を見つめ、意を決して口を開いた。

「このあいだも言いましたけど、何もお話しすることはありません。競技を再開するつもりもありませんから、どうかお引き取りください」

「…………」

「今は仕事中なので。……失礼します」

「――ちょっと待てよ」

　踵を返して立ち去ろうとした瞬間、彼が腕をつかんできて、まどかは息をのむ。

　こちらに身を寄せた彼が、笑いをにじませた口調で言った。

「つれないな。わざわざここまで来た俺に、そんな態度はないんじゃないか？　まったく知らない仲でもないのに」

「……っ」

「会社にいたときは一応コーチと選手だったから、俺なりに自制してたんだ。でもお前が辞めて部と無関係になった今は、もう遠慮はしなくていいってことだと思って、会いに来た」

「遠慮って、何の……」

　まどかの疑問に、澤部がニヤリと笑って答える。

「俺と加倉井が、つきあうことにだ。学生時代からずっと競技に没頭して男を知らないお前を、俺だけは女扱いしてやれる。悪い話じゃないだろう？」

「――――」

　彼の言葉の内容を理解するにつれ、まどかの中に怒りがこみ上げる。

　やはり澤部は、明確な意図を持って自分にセクハラをしていた。それも「男に縁がない女に、わざわざ構ってやっている」という、謎の上から目線でだ。

　まどかは目の前の彼を見つめ、押し殺した声で問いかけた。

「どうしてわたしが……コーチとつきあう話になってるんですか？　あなたには、奥さんと子どもがいるのに」

「ばれないように上手くやるし、心配しなくていいよ。今は皆やってることだろ」

「馬鹿げたことにわたしを巻き込むのは、やめてください。コーチに恋愛感情を抱いたことも、奥さんがいる人の愛人になる趣味もありません。それにわたしには今、つきあってる人がいますから」

　彼が意外そうな顔で目を見開き、「……つきあっている人？」とつぶやく。まどかは八百屋の袋を握る手に力を込め、澤部に告げた。

「もしまたコーチを見かけることがあったら、すぐに警察に相談します。もう二度とここには来ないでください。――失礼します」

　言うだけ言ったまどかは顔を背け、足早に惣菜店に向かって歩き出す。

　あまりに理不尽な彼の言い分に、怒りと惨めさをおぼえていた。たとえ男性に縁がなかったとしても、あんなふうに上から目線で不倫に誘われる謂われはない。

（わざわざうちの住所を聞いて、押しかけてくるなんて。……家族がいるくせに、一体何考えてるんだろう）

　そういうメンタリティの持ち主だからこそ、コーチの立場で選手相手にセクハラができたのだろうか。

　午後六時半の商店街は、たくさんの人々でにぎわっている。あちこちで呼び込みの声が響き、惣菜のいい匂いが漂っていて、活気があった。

（あれ、亜沙美ちゃん……？）

　木本惣菜店の近くまで来たまどかは、往来の先に亜沙美の姿を見つけ、目を瞠る。彼女は建物に隠れる形で誰かと話していたが、やがて目の前の人物に正面からぎゅっと抱きついた。

　ドキリとして息をのんだまどかは、「見てはいけない」と考えて目をそらそうとしたものの、ふいに相手の姿が視界に入って動きを止める。

（……えっ？）

　――亜沙美が抱きついているのは、スーツ姿の奈波だ。

　彼は人目を気にした様子で亜沙美の肩をつかんで身体を離し、何か言っている。思いがけない光景を見たまどかは、信じられない気持ちでいっぱいだった。

（何で奈波さんと亜沙美ちゃんが、あんな……。まさか二人きりで会ってたの？）

　惣菜店で会う以外に、彼らの接点はないはずだ。しかし顔を合わせたときの亜沙美のはしゃぎようを前に、自分がモヤモヤした気持ちになっていたことをまどかは思い出す。

「……っ」

　そのときふと視線を感じたように亜沙美がこちらを見る気配がして、まどかは慌てて店の中に入った。途端にカウンター内で客の対応をしていたオーナー夫人が、声をかけてくる。

「遅いよ、加倉井さん。何やってたの？」

「すみません」

　オーナー夫人に謝り、買ってきたものとおつりを渡したまどかは、カウンター業務を交代する。

　立て続けに客が来て忙しくなり、それが一段落するまでしばらくかかった。やがて店の中に、亜沙美が入ってくる。

「あー、暑ーい。夕方になっても全然気温下がらないね」

「亜沙美ちゃん……」

　黒いＴシャツにショートパンツ、背中にリュックという姿の彼女は、白い生脚が目に眩しい。

　亜沙美は一人で、奈波の姿はない。おそらくまどかの仕事が午後八時に終わるため、彼は一旦帰宅してからその時間に迎えに来るつもりなのだろう。

　まどかは彼女にどんな態度を取るべきかわからず、ひどく混乱していた。

（亜沙美ちゃんは……奈波さんのことを好きなのかもしれない。もし告白したんだとしたら、奈波さんは一体何て答えたんだろう）

　まどかの目から見た奈波は、優しく細やかだ。クールな見た目に反して性格は穏やかで、彼に心惹かれる女性がいてもまったくおかしくない。

　一方の亜沙美は人懐こく、いつもニコニコと笑顔を欠かさない。若く可愛らしい彼女に告白されたら、きっとどんな男も悪い気はしないはずだ。

　まどかの心は、複雑な気持ちでいっぱいだった。奈波と亜沙美、どちらのことも信頼していたのに、先ほど見た光景がそれを揺らがせている。もしかしたら自分の知らないところで、二人が親密になっているかもしれない――そう想像するだけで、胸がズキズキと痛んだ。

（わたし……）

「――どうしたの、まどかちゃん。何か考えごと？」

　ふいに間近で声をかけられ、まどかはハッとして顔を上げる。

　カウンターの前に立った亜沙美が、こちらを見ていた。

「あ、えっと……ううん、何でもない」

「そう。こう暑いと、頭がぼーっとしちゃうよね。早く涼しくなんないかなあ」

　彼女の態度におかしなところはまったくなく、至っていつもどおりに見える。

　だが先ほどの亜沙美は、まどかの交際相手である奈波に確かに抱きついていた。にもかかわらず、こんなにもいつもどおりの態度を取れるのだと思うと、まどかは目の前の彼女が信じられなくなる。

　そこで奥から出てきたオーナー夫人が、まどかに話しかけてきた。

「加倉井さん、今日の日替わり弁当に入れた五目炊き込みご飯、よかったら持ってく？　少し余ってるの」

　いつもなら二つ返事で頷くところだったが、今は違う。

　まどかはこわばった顔で、ぎこちなく答えた。

「あ、いいえ。……実は今日、実家に行こうと思ってて」

「あら、そうなの。ご実家は市内？」

「はい」

　きっとこのあと奈波が迎えに来るが、今は彼と顔を合わせたくない。

　そう考えたまどかは、今日は自宅アパートに帰らず、実家に行こうと考えていた。するとそれを聞いた亜沙美はどう思ったのか、普段どおりの顔で夫人に向かって言う。

「外、今もすごい暑さだよ。ねえお母さん、厨房の冷蔵庫に箱アイス入ってなかったっけ」

「あと何本か残ってるわ。食べる？」

「うん」

　二人が奥に消えていき、まどかはカウンターの中に一人立ち尽くす。

　澤部のこと、奈波と亜沙美のこと、嫌がらせのこと――さまざまな事が積み重なって、今にも心が潰れてしまいそうだった。

　引き絞られるように痛む胃を感じながら、まどかは物憂い気持ちで目を伏せた。
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　午後八時少し前の商店街は、どこも閉店の準備を始め、半分シャッターが下りている店舗もちらほらある。

　まだ昼間の蒸し暑さを残す空気の中、まどかを迎えに木本惣菜店に向かった奈波は、オーナー夫人から思いがけないことを言われた。

「まどかが、もう帰った？」

「ええ、ついさっき出ていったばかりよ。何でも今日は、ご実家に行くって言ってたけど」

「実家……」

　一体どういうことだろう。

　スマートフォンには何も連絡がきておらず、昨日会ったときも実家に帰るような発言は一切なかった。

　何か突発的な用事ができたのかと思ったが、まどかは夕方からそんな話をしていたらしい。連絡がないのがひどく不自然で、奈波は困惑した。

（一体何があったんだ？　俺がここに迎えに来るのは、わかっていたはずなのに）

　とりあえずオーナー夫人に「行き違いがあったようだ」と説明し、店を出た奈波は、自宅に向かって歩き出す。しばらく行った先で立ち止まり、歩道の脇でまどかに電話をかけてみたものの、彼女は出ない。

　奈波はじっと考え込んだ。

（いきなりいなくなるなんて、何か事情があるのかもしれない。このあと連絡がくるといいけど……）

　――いろいろと、イレギュラーが重なる日だ。

　今日の午後六時に仕事が終わった奈波は、職場から二十分ほどかけて帰ってきた。まどかの終業時間は午後八時のため、まずは一旦家に帰って夕食を作り、そのあと迎えに来よう。そう考えながら歩いていると、ふいに商店街の中で名前を呼ばれた。

『――奈波さん』

　驚いて振り返ると、そこにいたのは木本惣菜店の娘である亜沙美だ。

　黒いＴシャツにショートパンツ、背中にリュックという姿の彼女は、こちらを見るとうれしそうに駆け寄ってきて、腕に抱きついてきた。

『かっこいいサラリーマンの人がいるなーと思って見てたら、奈波さんでした。ふふっ、お店の外で会うなんて、すっごく新鮮ですね』

　高校三年生の彼女は夏休み中らしく、最近は惣菜店で顔を合わせることが多い。そのたびにニコニコと話しかけてきたり、勉強でわからないところを質問してきたりと、妙に距離の近い少女だった。

　だがこうして人目があるところで腕に抱きつくのは、いくら何でもやりすぎだ。奈波は亜沙美の手をやんわりと解きながら告げた。

『悪いが、離れてくれるか。こういう接触は困る』

『えー、傷つくなあ。ちょっとくらいいいじゃないですか』

　頬を膨らませながら抗議されて、奈波はかすかに眉を寄せた。そのまま歩き出すと、彼女が追いかけてきながら言った。

『今日はお店に寄っていかないんですか？　まどかちゃん、いますけど』

『彼女が終わる時間に迎えに来る。それまでは一旦、自宅に戻るつもりだ』

『じゃあ、私も一緒に行っていいですか？』

　その発言に驚いた奈波は、思わず足を止めて亜沙美に視線を向けた。彼女は微笑んでこちらを見た。

『奈波さんのおうち、行ってみたいです。そこで勉強教えてもらえたらなって』

『断る。君を家に上げる理由がない』

『理由ならありますよ。だって私、奈波さんのこと好きですもん』

　小悪魔めいた眼差しを向けられた奈波は、真顔になった。そして警戒しつつ、亜沙美に問いかけた。

『一体どういうつもりで、俺にそんなことを言ってるんだ？　君はまどかと仲が良いんだろう』

『確かにまどかちゃんとは仲良くしてますけど、奈波さんのことは初めて見たときからいいなって思ってたんです。大人だし、かっこいいし、優しいし』

　奈波はじわりと不快になりながら答えた。

『未成年の女に、興味はない。そもそも、まどかと俺がつきあってることを知りながらアプローチをしてくるような人間は、信用できない』

『まどかちゃんには、ちゃんと「悪いな」って思ってますよ？　でも、好きな気持ちってどうしようもないものじゃないですか』

　亜沙美は切実な瞳でこちらを見上げ、言い募った。

『どうしても駄目ですか……？　私、まどかちゃんに内緒の関係でも構いません。他の人にも、絶対に言いませんから』

　そう言った彼女が腕を伸ばし、胸に強く抱きついてくる。

　奈波は亜沙美の肩をつかんですぐに身体を引き離すと、不快感を隠さずに言った。

『いい加減にしろ。俺はまどかと別れるつもりはないし、隠れて二股をかける気もない。今後は店で顔を合わせても一切話さないから、よく肝に銘じておいてくれ』

　にべもなく告白を断った奈波は、それきり彼女を見ずにその場をあとにした。

　今どきの子といえばそれまでなのかもしれないが、まどかと親しくしておきながら裏で自分にアプローチをしてくる考えが、奈波は許せなかった。

（何だかな。やけに馴れ馴れしい子だとは思っていたが、まさかあんなつもりだったとは。……まどかが知ったら、傷つくかもしれない）

　ただでさえ最近の彼女は、性質（たち）の悪い嫌がらせを受けて参っている。

　警察に相談しても事態に進展はなく、一体誰がそんなことをしているのだろうと奈波は眉をひそめた。

（実家に行っているのは、その件について相談したいからかもしれない。……アパートから離れたほうが、彼女に危険はないのかも）

　卑劣な犯人を何としても捕まえてやりたいが、まったく手掛かりがない。もしこのまま嫌がらせが続くなら、興信所に調査を依頼することも選択肢に入れるべきだろう。

（アパートに防犯カメラがないんだから、むしろそっちのほうが話は早いかもな。ちょっと伝手を辿って探してみるか）

　幸い奈波は、法曹関係者の知人が多い。その繋がりで、きっといい興信所も紹介してもらえるはずだ。

　足元から湿り気を帯びた風が吹き抜け、髪を巻き上げる。歪に欠けた月を雲が覆い隠していくのを眺めながら、奈波は自宅へと歩き続けた。
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　昼間の気温が三十三度にも達した今日は、夜になっても気温が二十四度とひどく蒸し暑い。

　扇風機の生ぬるい風を浴びながら、亜沙美は自宅の私室でスマートフォンをいじっていた。両親はまだ店から帰っておらず、家の中はしんと静まり返っている。最近は閉店まで店にいて彼らと一緒に帰宅するのが常だったが、今日は面白くないことがあって先に帰ってきた。

　男の整った顔を思い浮かべ、亜沙美は苦々しい気持ちを持て余す。

（あの男、私の告白を断るなんて、本当にむかつく。女子高生が相手してやるって言ってんのに、何が不満なのよ）

　――今日の夕方、亜沙美は奈波に告白し、取り付く島もなく断られた。

　近頃の彼が六時半頃帰宅するのを知っていた亜沙美は、駅から商店街を通るルートで待ち伏せしていた。

　偶然を装って声をかけ、腕を組んだり、抱きついたりとアプローチしたのに、奈波は微塵も揺るがなかった。それどころか軽蔑の眼差しを向けられ、不快感をにじませながら「俺はまどかと別れる気はない」、「君のような人間は信用できない」とまで言われた亜沙美は、プライドを深く傷つけられていた。

（ちょっと顔が良くて難関の資格を持ってるからって、調子に乗んなっつーの。本気で告ったわけじゃないのに、偉そうに）

　思いどおりの結果は得られなかったが、収穫もあった。

　亜沙美が奈波に抱きついたとき、ちょうどおつかいに出ていたらしいまどかが、こちらを見ていたのだ。

（私とあの男ができてるって、上手く誤解してくれたかも。あのあとお店に行ったら態度がぎこちなかったし、あれがきっかけで別れてくれれば面白いのにな）

　まどかにダメージを与えられたことでわずかに溜飲が下がったものの、自分を拒絶した奈波が許せない。何か仕返しをして、ひどい目に遭わせてやりたい――そんな気持ちが渦巻いて仕方ない亜沙美は、考えを巡らせた。

　これまで何度もまどかに対して嫌がらせを続けてきたため、躊躇いはない。スマートフォンのアドレス帳をスクロールしていた亜沙美は、やがてある名前のところで手を止める。

　それは中学時代の、同級生だった。別の高校に進学したが、二年生の半ばで授業についていけずにドロップアウトし、今はバイクを乗り回す日々だと聞いている。

　通話アプリのトーク画面を開き、文章を打った。やがていくらも経たないうちに返信がきて、それを確認した亜沙美はにんまり笑う。

　スマートフォンを閉じ、参考書を開いた。そして思いついた〝仕返し〟に胸を躍らせながら、上機嫌で数学の問題を解き始めた。
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　午後八時半過ぎの電車内は、仕事帰りの人や学生でそこそこ混み合っている。

　実家は街中から離れた住宅街にあり、今住んでいるところからはＪＲを使ったほうが移動がスムーズだ。三十分余り電車に揺られたまどかは、午後九時前に実家に到着した。

「お父さん、ただいま」

「どうしたんだ、まどか。いきなり帰ってきたりして」

　久しぶりの実家は、どこも乱雑に散らかっている。

　母親がいた頃はきれいに片づいていた家だったが、父一人になった途端、こんな有様になってしまった。まどかはそれを眺めつつ、曖昧に答える。

「最近会ってなかったから、お父さんがどうしてるか気になって。仕事は忙しいの？」

「まあ、ぼちぼちな」

　突然実家に帰ってきた理由は、自宅アパートに帰れば必然的に奈波と顔を合わせてしまうからだ。

　まどかは今日の夕方、亜沙美と親密そうにしている彼を見てしまった。スマートフォンには、奈波からの着信やメッセージがいくつもきている。内容はどれも黙って実家に帰った理由を問い質すものだったが、まどかはそれに返信できずにいた。

（心配をかけてるって……わかってる。でも、亜沙美ちゃんのあんな態度を見たら）

　もしかしたら彼女と同様に、奈波も自分を騙してるのではないか。そんな気持ちが湧いてきてたまらず、まどかは逃げることしかできなかった。

　一方で、〝彼はそんな人間ではない〟と信じたい気持ちも、多分にある。今までの奈波の態度、自分に対する細やかさ、真面目な人間性を考えたとき、決して浮気をするような人物には見えなかった。

　それなのに彼に直接問い質せないのは、まどかに自信がないからかもしれない。

（わたしはきっと――怖いんだ。奈波さんがわたしじゃなく、亜沙美ちゃんを選ぶかもしれないことが）

　奈波とは初めのハプニングめいた出会いの直後、思いがけず隣の建物に住んでいるのを知って、縁が繋がった。

　彼が惣菜店を訪れるようになってじわじわと距離が縮まり、交際を申し込まれたときは戸惑ったものの、奈波は恋愛初心者のまどかの気持ちが追いつくまで待ってくれた。

　一緒にいるときの安心感、自分の前で見せる彼のリラックスした態度、匂いや体温を思い出したまどかは、こみ上げた切なさをぐっと押し殺す。たとえ亜沙美が彼を好きなのだとしても、初めての恋を諦めたくない。奈波の気持ちを確かめたい――そう強く思った。

（ちゃんと……話さなきゃ駄目だ。逃げてばかりじゃ、何も解決しないもの）

　そのとき父親が口を開き、のんびりした口調で言った。

「そういえばお前、また競技をやるのか？　前の会社の陸上部のコーチって人から連絡がきたから、新しい住所を教えたんだが」

　父親のそんな言葉に、まどかはぐっと眦を強くする。

「お父さん、そのことだけど――」

　まどかが自分が会社を辞めた経緯、街中で偶然澤部に会ったこと、彼が不倫関係に誘う目的でわざわざ会いに来たことを告げると、父親は驚きに絶句する。

　そして申し訳なさそうに謝ってきた。

「すまない。まさかコーチっていう立場の人間がそんなことを考えてるとは思わなくて、軽い気持ちでお前の住所を教えてしまった。そいつは家まで押しかけてきたのか？」

「ううん。ちょうど職場の近くで会ったから、もう付き纏わないでほしいって伝えた」

　まどかはそれ以外に、自宅アパートに悪質な悪戯をされていることを報告する。すると父親が、心配そうに提案してきた。

「だったら、この家に戻ってきたらどうだ？　アパートから引っ越してしまえば、そのコーチも、嫌がらせをしている人間も、お前に手を出せなくなるだろう」

「それは……」

　言われてみれば確かにそのとおりで、まどかは言いよどむ。

　だがあのアパートは奈波の近くにいられる場所で、愛着もある。まどかは迷いながら口を開いた。

「あのね、実はわたし……今つきあっている人がいて、その人はご近所に住んでるの。新しい職場もアパートから近くて、すごくいいところなんだ。だからなるべく、環境を変えたくないなって」

　奈波との関係がどうなるかはわからないが、今のところはあの場所から離れたくない。

　そんなまどかの言葉を聞いた父親が、渋面で言った。

「父さんとしては、あまり物騒なところに住んでほしくないけどな。何かあってからじゃ遅いんだぞ」

「大丈夫。警察にも相談してるから」

　まどかの意志が固いことを知った彼は、「もし嫌がらせが止まないようであれば、引っ越したほうがいい」とアドバイスしてくる。まどかはそれに頷き、今夜は実家に泊まって、明日の朝に仕事に間に合うように帰る意向を父に伝えた。

　乱雑な居間や台所をできるだけ片づけて二階に上がると、まどかの部屋は以前のままだった。長く寮生活をしていたため、元々実家に置いている私物は多くない。

　少し埃っぽい布団に入ったまどかはスマートフォンを開き、奈波にメッセージを送った。

『連絡できなくてすみません。今、実家にいます』

　彼からはすぐに返信がきて、「電話で話せないか」と書かれている。しかし直接会って話したいと考えたまどかは、返事を送った。

『明日、仕事が終わったあとに、奈波さんの顔を見てお話したいと思います』

『詳しい話は、そのときにさせてください』

　最後に「心配させて、本当にごめんなさい」と送ると、奈波からは「わかった、じゃあ明日。おやすみ」と返ってきた。まどかはため息をつき、スマートフォンを閉じる。

（明日、奈波さんと話したら……そのあとはどうなるんだろう。ひょっとして、別れ話になるの？）

　嫌な想像ばかりが渦巻き、胃がぎゅっと引き絞られる。目にじわりと涙がにじみ、ひとしずく零れて枕に落ちた。

（どんな結果になるにせよ、ちゃんと話さなきゃ。……でもやっぱり、別れたくないな）

　タオルケットを引き寄せたまどかは、それに頭までくるまる。そしてきつく目を閉じて、眠りが訪れるのをじっと待ち侘びた。







　朝七時に起きたとき、父親は仕事に行って既にいなかった。まどかが働く惣菜店は十時半から始業のため、朝のラッシュを避けて移動できるのが幸いだ。

　出勤したまどかは店に入るなり、オーナー夫人から昨夜奈波が迎えに来ていたことを告げられた。

「昨夜の彼氏さん、加倉井さんが実家に行くって知らなかったみたいで、驚いてたわよ」

「ちゃんと連絡したので、大丈夫です。お手数をおかけしてすみませんでした」

　開店してからは忙しく、時間があっという間に過ぎる。亜沙美が来るかもしれないのを気にして落ち着かないまどかだったが、意外にも彼女は夜になっても姿を現さなかった。

（会ってもどういう態度を取っていいかわからなかったから、来なくてよかったけど。……亜沙美ちゃん、今日は忙しいのかな）

　終業時間が近くなると、にわかに緊張が高まる。このあと奈波と話をするが、はたして上手く話せるだろうか。

　やがて午後八時になり、惣菜店は閉店の時間を迎えた。

「加倉井さん、もう上がっていいよ。お疲れさん」

「あっ、はい」

　レジ閉めに出てきたオーナーにそう言われ、まどかはエプロンと三角巾を外す。そして夫妻に「お先に失礼します」と告げ、半分閉まったシャッターの下をくぐって外に出た。

　今日の昼頃、スマートフォンには奈波からメッセージがきていて、「悪いが仕事の都合で、夜は店まで迎えに行けない」「なるべく早く帰る」という内容が書かれていた。だからまどかはこのまま一人で帰宅し、彼の帰りを待つことになる。

（アパートの郵便受け、悪戯されてなきゃいいけど。昨日は帰ってないから、心配だな）

　父の言うとおり、引っ越したほうがいいのはわかっている。もし話し合いの結果、奈波との関係が終わるようなことになれば、転居を具体的に考えるべきかもしれない。

　商店街から離れて住宅街に入るにつれ、人通りは次第に少なくなる。約十分の距離を歩いたまどかは、アパートのすぐ傍に一台の車が停まっていることに気づいた。

　それを横目に通り過ぎようとした瞬間、運転席から男が降りてくる。その顔を見たまどかは、驚きに息をのんだ。

「――加倉井」

「……っ、コーチ……」

　彼はまどかの腕をつかみ、身体を引き寄せて言う。

「ずいぶん帰りが遅いじゃないか。昨夜はここに帰ってこなかったようだし、どこに行ってたんだ」

「えっ」

「まさか、男のところか？」

　どうやら澤部は、昨日もここに来ていたらしい。一体なぜそこまで彼に執着されるのかがわからず、まどかは動揺しながら口を開いた。

「わたしがどこで何をしようと……コーチには関係ないじゃないですか。もう何も話す気はないって、このあいだはっきり言いましたよね？」

「なあ、俺はお前が選手だったときから特別に目をかけてやっていただろう。それなのに、そんな態度はないんじゃないのか？　お前の持ってるポテンシャルを引き出してやれるのは俺だけだし、女としての価値だって見出してやれる。いわば最大の理解者なのに、なぜそんなふうに拒もうとするんだ」

〝女としての価値〟という言葉を聞いたまどかは、何ともいえない気持ち悪さを感じる。

　選手だった頃も、自分は澤部にそんな目で見られていた。そして身体に触れるというセクハラを繰り返され、どんどん精神的に追い詰められていった。

　あのときの悔しさと怒りがよみがえり、まどかは彼を見つめて言った。

「あなたなんかに――女として見られたくない。そうやってわたしを見下しているから、部の練習にかこつけてずっとセクハラを繰り返していたんでしょう？　コーチはそうされるほうの身になって考えたことが、一度でもありますか？」

「…………」

「練習に集中したいのに、身体を触られるのが嫌でそれもままならない。どんどんタイムが落ちて精神的にきつくなっていくのに、その原因となったあなたが素知らぬ顔をして皆の前で笑ってるのが、わたしはずっと許せなかった。どうしてわたしだけが、そんな目に遭わなきゃいけなかったんですか？　ただ競技がしたい、結果を出したい。それだけで実業団に入ったのに、どうして……っ」

　感情の昂ぶりと共に、目に涙がにじむ。

　そんなまどかを前に、澤部は一瞬ばつが悪そうな顔をした。だがすぐに気を取り直し、再び腕をつかんでくる。

「とりあえず、車の中で話そう。人に見られるのも何だし、な？」

　強引に車に連れ込まれそうになったまどかは、その場に踏み止まって抵抗しようとした。その瞬間、背後から声が響く。

「――今すぐ彼女から、手を離してもらえませんか。警察を呼びますよ」

　驚いて振り向くと、そこに立っているのは奈波だ。突然の第三者の介入に澤部がギクリと顔をこわばらせ、すぐに取り繕うように言う。

「あー、その……僕らは知り合いなんで。別に警察を呼ぶようなことじゃ」

「彼女は嫌がってるように見えましたが？　どうなんだ、まどか」

　問いかけられたまどかは、急いで答える。

「この人は、わたしが前にいた会社の陸上部のコーチです。街で偶然再会して以来、しつこく付き纏われていました」

　まどかは澤部のセクハラが競技を辞める一因になったこと、そして彼が父親からこちらの住所を聞き出し、何度も押しかけてきていることを奈波に話す。

　それを聞いた奈波が、冷静な口調で言った。

「今の内容がすべて事実なら、あなたはコーチ失格では？　もし彼女が訴えた場合、会社はセクハラの事実を調査せざるを得ないでしょうね。ああ、ストーカーも加えたほうがいいか」

　途端に澤部が狼狽し、一瞬言葉に詰まる。

　だがまだ言い逃れできると考えたのか、彼は引き攣った顔で口を開いた。

「そんなの……何も証拠はない。選手を辞めた人間が今さら騒いでも、会社はわざわざ調べたりしないし、誰も信じないはずだ。何より俺には、人望があるんだから」

「しかしあなたがまどかに付き纏い、今僕の目の前で彼女の腕をつかんでいたのは確かだ。実はここまでの会話は録音していて、腕をつかんでいる様子もスマホで写真を撮っています。左手に指輪があることからするとご結婚されているようですが、すべてを失う覚悟はできているんですか」

「……っ」

「ちなみにこのバッジを見ておわかりのように、僕は士業をしておりまして。あなたを徹底的に追い込むのは容易ですが、さて、どうします？」

　淡々とした口調で畳みかける奈波を前に、澤部は顔色を失くしている。

　彼は奈波のスーツに付いている社会保険労務士と公認会計士バッジを食い入るように見つめ、やがて小さく言った。

「わ、わかった。もう二度と……加倉井の周りをうろつかない」

　後ずさりした澤部は、車の運転席を開け、急いで乗り込む。

　急発進した車が走り去っていく様子を、まどかは呆然と見送っていた。そして奈波に視線を向け、彼に問いかける。

「奈波さん、コーチを徹底的に追い込むって……」

　奈波が肩をすくめて答えた。

「知人に弁護士がいて、いざというときにすぐ相談できるから、ああ言っただけだ。おそらくは社労士バッジを弁護士バッジだと勘違いしたんだろうけど、問題はない。俺自身が弁護士だと名乗ったわけじゃないからな」

　ちなみに「写真を撮った」というのも、あの場の流れで言ったはったりだったらしい。彼はまどかに問いかけてきた。

「それより何であの男のこと、俺に相談しなかったんだ？　いきなり実家に帰って、連絡しても電話に出ないし」

「そ、それは……奈波さんに迷惑をかけたくなくて、黙っていたんです。それに奈波さん、亜沙美ちゃんと抱き合ってたじゃないですか」

「抱き合ってた？」

　奈波が怪訝な顔をした瞬間、ふいに往来を原付きバイクがやってくる。

　フルフェイスのヘルメットを被った運転手は通り過ぎざまに腕を伸ばし、奈波が持っている鞄をひったくった。

「あ……っ」

　バイクはそのまま、止まることなく走り去っていく。

　あまりに突然のことに、しばし二人で呆然と立ち尽くしていた。やがて奈波が、「……まずい」とつぶやく。

「鞄の中に――クライアントとの打ち合わせの日時が書かれた手帳が入ってる。うちの会社がどこと取り引きしてるのかが一目瞭然だから、外に漏れるとヤバい」

「だ、大事なものなんですか？」

「ああ」

　それを聞いたまどかは、ぐっと拳を握りしめる。そしてバイクが走り去った方角を見つめ、つぶやいた。

「――取り返します」

「えっ」

　自分が持っていたトートバッグを奈波に向けて放ったまどかは、身を翻して走り出す。

　地面を蹴り、風を切って、持てる力をすべて使ってぐんぐん加速した。全身の毛が逆立つような高揚感は、かつて競技をやっていたときに感じていたものだ。「絶対に追いついてやる」という闘志が漲り、走ることを覚えていた足が勝手に前へと動く。

　やがて道の先に、信号待ちで停まっているバイクのテールランプが見えた。一気にスパートをかけたまどかは、信号が変わる直前にバイクに追いつき、後ろから運転手の肩をつかむ。

　そしてもう片方の手で、相手の足元に置かれていた奈波の鞄を引き寄せて言った。

「返して！」

「えっ、わっ」

　まさか走って追いかけられると思わなかったらしい運転手は、抵抗する間もなく鞄を明け渡す。

　すぐ傍のコンビニから出てきた二人連れの客が、「一体何事だ」という顔でこちらを見ていた。まどかは客に向かって、大声で呼びかけた。

「引ったくり犯です。警察を呼んでください！」
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　八月に入ってから続いていた猛暑は、お盆に入る前に一段落した。

　一週間前に比べて格段に違う気温は、暑さに慣れた身体に涼しい。期末監査や四半期レビューで忙しかった七月までとは違い、公認会計士の八月は閑散期となる。この時期を利用してＣＰＥと呼ばれる研修を受ける予定の奈波は、デスクで日本公認会計士協会からの案内を眺めていた。

（必修のうち〝税務〟と〝職業倫理〟は二単位ずつ取ったから、あとは〝監査の品質および不正リスク対応〟の六単位か。残りの十単位は、自己学習でいいな）

　毎年のことながら、暇な八月は気が抜ける。夏休みを二週間ほど取って旅行に行く同業者も多いが、最近身の回りがバタバタしていた奈波は何の予定も入れていない。

　昨日、警察から引ったくり事件に関する報告を受けたのを思い出し、思わずため息が漏れた。

（何だかな。最近の若い子の考えには、ついていけない。……俺もおっさんになったってことか）

　――三日前の夜、恋人のまどかが陸上部のコーチに絡まれているのを助けた直後、奈波は引ったくりに遭った。

　まどかが走って犯人を追いかけ、奈波がようやくそれに追いついたとき、彼女はバイクの運転手の襟首をつかんでその場に押し留めている状態だった。

　やがて近くの交番からやって来た警官が、運転手を現行犯逮捕した。ヘルメットの下の顔は若く、十代後半で、彼はすっかり動揺した様子で言った。

『た、頼まれただけなんだ。あのリーマンの鞄を引ったくってくれって、友達に言われたから』

　その後の取り調べで、少年に引ったくりを依頼をした人物は、木本亜沙美であることが判明した。

　彼女は自分の告白を拒んだ奈波に仕返しを企て、知人である少年を唆したらしい。警察から事情を聞かれた亜沙美は最初しらばっくれたものの、メッセージアプリのトーク履歴から言い逃れができず、少年に引ったくりを依頼した事実を渋々認めた。

　そしてまどかに嫌がらせを繰り返していたことも自供し、「受験や人間関係のストレスから、プライベートが充実しているまどかが羨ましくて嫌がらせをした」と動機を説明したという。

（まさか最近の嫌がらせの犯人も、あの子だったとはな……。表面上はニコニコ仲良くしておきながら陰であんな陰湿なことできるんだから、まどかがショックを受けるのも無理はない）

　惣菜店の夫婦は見ていて気の毒になるほどまどかに謝罪し、慰謝料を払うことを申し出た。

　一方の亜沙美は、警察から学校に犯罪行為の事実が報告され、自分のしでかした事の重大さにショックを受けていた。おそらくこのあと退学の処分が下されるのだろうが、それにより彼女の希望である大学進学は、軌道修正せざるを得なくなる。

　話し合いの場でじっとうつむいたままだった亜沙美に対し、まどかは言った。

『わたしに嫌がらせをしていたのが、亜沙美ちゃんだって知って――すごく驚いたし、悲しくなった。亜沙美ちゃんのこと、信用してたから』

『…………』

『わたしだけじゃなく、奈波さんにも迷惑をかけたのは許せない。もし鞄を紛失していたら、仕事上の信用問題になっていたわけだし。でも――その結果、亜沙美ちゃんが大学受験をスムーズにできなくなるかもしれないのは、気の毒だと思う。薬剤師になるっていう目標のためにどれだけ身を削って勉強していたか、わたしはよく知ってるから』

　それを聞いた亜沙美は顔を歪め、ぎゅっと強く拳を握っていた。まどかは寂しそうな目で彼女を見つめ、声を荒げることなく言った。

『これから大変かもしれないけど……諦めないかぎり、どんなに回り道をしても夢は叶うって思ってる。……だからどうか、頑張って』

　亜沙美はしばらく沈黙していたが、やがて声を震わせながら小さく「……ごめんなさい」と謝った。

　そして身勝手な考えでまどかに八つ当たりしてしまったこと、そして奈波を奪ってやろうと考えてちょっかいを出したことを、途切れ途切れに謝罪した。

　惣菜店の仕事は気に入っていたものの、今後も何もなかったように働くのは難しく、居づらくなったまどかは結局店を辞めた。

　また無職になってひどく落ち込んでいる彼女に、奈波は言った。

『――お前が走る姿、あのとき初めて見たけど、すごかったな』

『えっ？』

『いくら信号で停車してたとはいえ、あの距離を走って追いつくなんて並の人間じゃ不可能だ。長年厳しいトレーニングを続けて、自分を鍛え上げてきたんだろうなってことが如実に伝わってきて、素直にすごいと思った』

　奈波の言葉を聞いたまどかは、何ともいえない顔をしていた。そんな彼女の頭にポンと手を載せ、奈波は言った。

『お前は卑屈になる必要はないよ。今までやってきたことに胸を張って、どんどんアピールすればいい』

『そ、そうでしょうか……』

『ああ。そうすればきっと、すぐに仕事も見つかるって』

　その後、まどかは求人誌と首っ引きになり、興味を持った一社に面接に行った。

　合否の連絡が今日くると言っていたのを思い出し、奈波は喫煙室で煙草に火を点けながらスマートフォンを取り出す。

（さて、どうなるかな。あの職種は、絶対まどかに向いてると思うけど）

　そう考えた瞬間、着信音が鳴り響き、奈波は驚いてスマートフォンを取り落としそうになる。

　ディスプレイに表示されているのは、たった今考えていた恋人の名前だ。画面に指を滑らせ、奈波は電話に出た。

「俺だ。……ああ。結果、どうだった？」
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　面接の結果、まどかは子ども向け陸上クラブの講師の仕事に採用が決まった。中高保健体育教員一種免許を持っているのに加え、企業の陸上部員だった経歴が評価されたらしい。

　惣菜店を辞めたときはひどく落ち込んだものの、得意な分野を仕事にできた最近は、毎日が楽しくて仕方がない。仕事から帰ったあと、奈波と二人で夕食を囲みながらその日の出来事を報告するのが、まどかの新しい日課だ。

　そしてついでとばかりに、彼を運動に勧誘する。

「奈波さんも、少し運動したほうがいいですよ。わたし、いくらでもおつきあいしますから」

「あー、俺はいいよ……。そういうの、得意じゃないし」

「まずは軽めのジョギングなんてどうですか？　体力が向上しますし、身体も締まりますし、一石二鳥です」

　インドアな彼は、なかなか頷いてくれない。だがクールな見た目に反し、奈波が自分に甘いこと、そして決して蔑ろにせず尊重してくれることを、まどかは知っている。

（こうやって、ずーっと一緒にいれたらいいな。……来年も、再来年も、ずっと）

　心から信頼しているからこそ、彼に全力で甘えられる。まどかは奈波の後ろに回り込んで言った。

「じゃあ柔軟からにしましょう。ストレッチするだけでも、ストレスの軽減になりますから。ね？」

「ちょっ、待て馬鹿、強く押すなって」

　身体の硬い彼の背中を押し、「うぐっ」という呻き声を聞きながら、まどかは笑う。

　こうやって何気ない日常を、ずっと奈波と重ねていきたい。そう考えながら、大好きな彼の首に後ろから抱きついた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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